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・明
清
江
南
市
鎮

の
実
態
分
析

湖
州
府
を
中
心
と
し
て

樊
樹
志

は
じ
め
に

一
南
潯

鎮

二

鳥
青
鎮

三

菱
湖
鎮

四

双
林
鎮

お
わ
り
に

は

じ

め

に

市
鎮
に
関
す
る
評
価
は
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
さ
れ
て
き
た
。
市
鎮
は
郷
村

の

一
部
分
で
あ
り
、
都
市
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方

市
鎮
は
小
都
市
あ
る
い
は
半
都
市
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
鎮
の
実
態
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

り
　

　

太
湖
の
南
岸
に
臨
む
湖
州
は
、
宋
代
に
な
っ
て
経
済
が
発
達
し
て
き
た
。
民
間
の
諺
語
に
は

「蘇
湖
熟
、
天
下
足
」
と
あ

り
、
そ
こ
か
ら
湖
州

経
済
の
発
達
が
う
か
が
え
る
。

経
済

の
中

心
地
と
し
て
の
市
鎮
は
嘉
泰

『呉
興
志
』
に
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
烏
敏

・
施
渚

・
梅
難

・
四
安

・
新
市

・
和
平
の
六
鎮
で
あ

へ
　

　

る
。
若
し
、
淳
祐
年
間
に
成
立
し
た
南
潯

鎮
を
ふ
く
め
れ
ば
、
南
宋
時
代
、
湖
州
に
は
七
鎮
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
明
代
の
嘉
靖

・
万
暦
年
間
に

至

っ
て
湖
州

府
に
は
、
鳥
鎮

・
南
潯
鎮

・
蓄
山
市

・
妙
喜
市

・
菱
湖
鎮

・
壊
渓
市

・
腱
市

・
双
林
鎮

・
馬
家
漬
鎮

・
逸
鋪
鎮

・
梅
谿

鎮

・
四
安



　
ヨ

へ

鎮

.
和
平
鎮

・
皐
塘
鎮

・
合
渓
鎮

・
水
口
鎮

・
塘
棲
鎮

・
三
橋
埠
市

・
上
陪
埠
市

・
沿
干
市

の
二
十

一
市
鎮
が
あ
る
。
清
代
中
葉
、
湖
州
府

の
市

鎮
は
急
速
に
増
加
し
、
例
え
ば
帰
安
県
に
は
、
菱
湖
鎮

・
双
林
鎮

・
練
市
鎮

・
隷
渓
鎮

.
荻
港
鎮

.
善
連
鎮
の
ほ
か
に
、
下
昂
市

.
千
金
市

.
石

塚
市

・
銭
家
潭
市

・
東
林
市

・
射
林
市

・
東
泊
市

・
湖
跣
市

・
南
商
林
市

・
重
兆
市

・
新
興
港
市

.
竹
敏
市

.
双
開
市

.
後
塘
市

.
思
渓
市

.
潴

　
る

　

村
市

・
史
舎
市

・
含
山
市
と
い
っ
た
市
が
あ
る
。

湖
州
府
は
伝
統
的
蚕
桑
地
区
で
あ
り
、
市
鎮
は
み
な
蚕
桑
業
と
絹
織
業
を
生
業
と
し
て
、
全
国
的
に
非
常
に
有
名
な
綜
綱
交
易
中
心
に
な

っ
た
。

南
潯

鎮

・
菱

湖
鎮

・
双
林
鎮
の
経
済
は
、
湖
州
府
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
対
し
て
も
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

一

南
潯

鎮

湖
州
府
烏
程
県

の
南
潯
鎮
は
、
太
湖
の
南
東
岸
に
臨
み
、
府
治
よ
り
呉
江
県
に
至
る
上
塘
運
河
が
、
鎮
中
を
貫
流
し
て
い
る
。
全
鎮
は
東
柵
か

ら
西
柵
ま
で
三
里
あ
り
、
北
柵
か
ら
南
柵
ま
で
七
里
あ
る
。
道
光

『
南
潯
鎮
志
』

に
は
、

東
西
南

北
之
通
衛
、
周
約
十
里
、
郁
為
巨
鎮
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。3
.そ
の
規
模
は
県
城
の
規
模
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
済
も
県
城
や
府
城
を
も
超
え
て
い
た
。
南

潯
鎮
は
湖
糸

の
貿
易
の
中
心
地
と
し
て
数
百
年
に
わ
た

っ
て
、
栄
え
て
い
た
。

南
潯

鎮
は
南
宋
理
宗

の
淳
祐
年
間
に
興
起
し
、
昔
は
潯
渓

や
南
林
と
呼
ば
れ
、
淳
祐
年
間
に
南
潯

鎮
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
宋
末
元
初
、

南
潯

鎮
と
烏
鎮
は
肩
を
な
ら
べ
る
湖
州
の
大
鎮
で
あ

っ
た
。
元
人
陳
基

の
詩
に
は
、

南
潯

古
名
鎮

郁
為
商
賞
区

今
日
留
兵
戊

壁
塁
控

江
湖

　
　

　

と
詠
わ
れ
て
い
る
『
元
末
、
張
士
誠
は
こ
こ
に
城
播
を
造
立
し
、
城
播
の
周
長
が
千
六
十
六
丈
五
尺
あ

っ
た
。
明
初
、
南
潯

の
城
暗
を
さ
け
、
四

柵

(す
な
わ
ち
東
柵
、
西
柵
、
南
柵
、
北
柵
)
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
東
柵
と
西
柵
は
吊
橋
が
あ
り
、
ま
た
城
陛
が
あ
る
。
鎮
の
商
業
区
は
漸
次

に
運
河
南

岸
よ
り
北
岸
に
移
り
、
通
津
橋
の
辺
り
が
中
心
区
と
な

っ
た
。
明
清
両
代
、
南
潯

鎮

の
規
模
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。



東
か
ら
西

へ
運
河
が
南
か
ら
北

へ
市
河
が
流
れ
、
相
互
が
鎮
中
で
十
文
字
に
ま
じ
わ
り
、
鎮
の
中
心
部
で
十
字
港
と
な

っ
た
。
十
字
港
の
周
辺

に
、
通
津
橋
と
清
風
橋
と
明
月
橋
が
あ
る
。
運
河

・
市
河
の
両
岸
に
街
道
が
あ
る
。

大
街

東
柵
上
塘
に
あ
り
、
東
は
新
橋

・
聞
涛
閣
前
に
至
り
、
西
は
清
風
橋
に
至
る
。

寿
星
街

西
柵
上
塘
に
あ
り
、
東
は
清
風
橋
に
至
り
、
西
は
務
前

(か

つ
て
の
税
務
署
前
)
に
至
る
。

爆
場
街

北
市
河
の
東
岸
に
あ
り
、
南
は
清
風
橋
に
至
り
、
北
は
天
帯
橋
に
至
る
。

綜
行
壌

十
字
港
の
南
、
南
市
河
の
東
岸
に
あ
り
、
北
は
明
月
橋
に
至
り
、
南
は
東
交
界
煽
橋
に
至
り
、
糸
行

(す
な
わ
ち
蚕
糸
牙
行
)
の

集
中
地
で
あ

る
。

米
廊
下

十
字
港
の
西
、
務
前
の
対
岸
に
、
す
な
わ
ち
西
柵
下
塘
に
あ
り
、
東
は
豊
年
橋
に
至
り
、
西
は
垂
虹
橋
に
至

る
。
俗
に
米
柵
下
と

　
　

　

呼
ば
れ
た
。
米
穀
交
易
の
中
心
地
で
あ
る
。
成
豊

『
南
潯
鎮
志
』
に
は

「乾
隆
以
前
此
地
米
市
最
盛
、
故
得
此
名
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

樹
行
壌

西
柵
下
塘
に
あ
り
、
東
は
沐
鳳
橋
に
至
り
、
西
は
西
柵
に
至
る
。

　
　

　

西
木
行

東
は
北
柵
椿
橋
に
至
り
、
西
は
西
柵
永
安
橋
に
至
る
。
道
光
以
降
、
「
米
市
移
干
西
木
行
」
で
あ
っ
た
。

鎮

の
中
心
部

の
通
津
橋
は
市
街
す
べ
て
の
中
枢
で
あ
り
、
水
陸
礁
頭
と
と
も
に
、
商
業
中
心
区
で
あ
る
。
曹
仁
虎

「
潯
渓
竹
枝
詞
」
に
は
、

紅
蚕
上
籏
四
眠
過

金
繭
成
來
欲
化
蛾

聴
道
今
年
綜
価
好

通
津
橋

口
販
船
多

　
ね

　

と
詠
わ
れ
、

邪
典
の

「南
林
雑
詠
」
通
津
橋
の
条
に
は

「万
戸
周
遭
見
、
千
艘
日
夜
通
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

播
圷
憂

の

『博
渓
文
献
』
は
嘉
靖

・
隆
慶
以
来
、
南
潯

鎮
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
「閲
闇
鱗
次
、
燗
火
万
家
、
茗
水
流
碧
、
舟
航
輻
藤
」

ヘ
ロ

ヒ

で
あ

っ
た
と

い
い
、
南
潯

人
朱
国
禎
は

「
溝
錐
鎮
、

一
都
会
也
」
と
述
べ
る
。
萢
穎
居
の

『研
北
居
蹟
録
』

は
、

前
明
科
第
極
盛
…
…
当
蚕
糸
入
市
、
客
商
雲
集
、
四
民
各
習
其
業
、
彬
彬

一
大
鎮
会
　
。

と
述
べ
る
。

万
暦
十
六
、
十
七
年
に
、
鳥
程
知
県
は
湖
州
よ
り
平
望
鎮
に
至
る
運
河
の
堤
岸
を
築

い
た
。
そ
の
全
長
は
百
二
十
里
あ
り

、
荻
塘
あ
る
い
は
東



塘
と
呼
ば
れ
、
南
瀞
鎮
と
湖
州
、
蘇
州
の
間
の
陸
上
の
交
通
要
道
に
な

っ
た
。
万
暦
三
十
六
年
、
湖
州
知
府
は
青
石
で
堤
岸
を
固
め
、
南
瀞
か
ら

平
望
ま
で
の
荻
塘
が
馳
道
に
な

っ
た
。
鎮
の
中
心
部
を
貫
通
す
る
荻
塘
は
、
「
市
塵
叢
籏
、
爽
岸
駐
關
」
で
あ
る
。

南
潯

鎮
は
、
万
暦
以
降
に
長
く
栄
え
て
い
た
。
乾
隆
年
間
に
、
「市
塵
雲
屯
櫛
比
」

の
江
南
大
鎮
と
な
り
、
「水
則
運
河
、
陸
則
荻
塘
」
、
「其
市

各
貨
繁
盛
」

で
あ

っ
た
。
道
光
、
咸
豊

以
降
、
江
南
市
鎮
は
次
第
に
衰
微
し
た
が
、
し
か
し
南
潯

鎮
は
依
然
と
し
て
盛
ん

で
あ
り
、
「闊
闇
雲
屯
、

　
れ

ら

煙
火
万
家
」
、
「非
他
邑
所
可
彷
佛
」

で
あ

っ
た
。
当
時
人
の
詩
に
は

水
市
千
家
聚
、
商
魚
舟
結
鄭
…
…
。

東
西
水
柵
市
聲
喧
、
小
鎮
千
家
抱
水
圓
…
…
。

閾
閻
填
喧
駈
檜
忙
、
…
…
畢
集
南
輿
金
陵
商
。

と
あ
る
。
清
末
に
至

っ
て
も
南
潯

鎮
は
な
お
盛
ん
で
あ
り
、
杜
命

『呉
船
日
記
』
は
、

南
潯

市
井
最
盛
、
…
…
両
省
交
界
、
太
湖
砒
連
、
而
漸
省
巨
富
多
在
此
鎮
、
故
地
方
尤
為
繁
劇
。

と
述

べ
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
、
南
潯

鎮
の
経
済
命
脈
が
打
撃
を
受
け
て
か
ら
、
次
第
に
衰
微
し
た
が
、
し
か
し
南
潯

鎮
は
や
は
り
綜
荘
三
家
、

　
ワ

　

綜
廠
二
家
、
商
店
八
百
三
十
家
、
銭
荘
三
家
、
典
当
五
家
と
い
う
大
き
な
規
模
で
あ

っ
た
。

南
潯

鎮
の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
は
四
通
八
達

の
水
路
交
通
と
湖
糸
の
集
散
中
心
と
し
て
の
地
位
で
あ

っ
た
。
南
潯

鎮

の
四
通
八
達

の
水

路
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

東
は
運
河

に
沿

っ
て
震
沢
鎮
に
至
り
、
行
程
九
里
で
あ
る
。
震
沢
鎮
よ
り
平
望
鎮
に
至
り
、
行
程
四
十

一
里
で
あ
る
。

西
は
運
河

に
沿

っ
て
、
東
遷
鎮
に
至
り
、
行
程
十
二
里
で
あ
る
。
東
遷
よ
り
旧
館

・
晟
舎
を
経
て
、
湖
州
に
至
り
、
行
程
六
十
里
で
あ
る
。

南
は
丁
家
橋
に
至
り
、
行
程
五
里
で
あ
る
。
丁
家
橋
よ
り
鳥
鎮
に
至
り
、
行
程
二
十
五
里
で
あ
る
。

北
は
太
湖

口
に
至
り
、
行
程
十
八
里
で
あ
る
。
太
湖
口
よ
り
東
洞
庭
山
に
至
り
、
行
程
三
十
六
里
で
あ
る
。

東
南
は
陶
敏
村
に
至
り
、
行
程
三
里
で
あ
る
。
陶
敏
村
よ
り
厳
墓
市
を
経
て
、
新
膣
鎮
に
至
り
、
行
程
五
十
里
で
あ
る
。
新
膣
鎮
よ
り
嘉
興
に

至
り
、
行
程

二
十
七
里
で
あ
る
。

東
北
は
平
望
鎮
、
八
斥
市
を
経
て
、
呉
江
県
に
至
り
、
行
程
百
里
で
あ
る
。
呉
江
よ
り
、
蘇
州
に
至
り
行
程
四
十
五
里

で
あ
る
。

西
南

へ
は
輯
里
村
に
至
り
、
行
程
七
里
で
あ
る
。
輯
里
よ
り
馬
要
鎮
に
至
り
、
行
程
十

一
里
で
あ
り
、
馬
要
よ
り
双
林
鎮
に
至
り
、
行
程
十
八



里
で
あ
る
。
馬
要
よ
り
新
市
鎮
に
至
り
、
行
程
五
十
四
里
で
あ
る
。
新
市
よ
り
塘
棲
鎮
に
至
り
、
行
程
五
十
四
里
で
あ
る
。
塘
棲
よ
り
杭
州
に
至

　
　

　

り

、

行

程

五

十

四
里

で

あ

る

。

清

末

民

初

に

、
南
潯

鎮

と

近

辺

の

市

鎮

と

の

問

に

定

期

の

航

班

が

あ

る

。

た

と

え

ば

・

南
潯

よ

り

上

林

・
軋

村

・
織

里

を

経

て

、

湖

州

に

至

る

。

南
潯

よ

り

震

沢

・
平

望

・
八

斥

・
呉

江

を

経

て

、

蘇

州

に

至

る

。

南
潯

よ

り

震

沢

・
王

江

を

経

て

、

嘉

興

に
至

る

。
　
け

　

南
潯

よ
り
烏
鎮

・
石
湾
を
経
て
、
長
安
鎮
に
至
る
。

そ
の
ほ
か
、
南
潯

鎮
と
四
郷
の
交
通
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
鎮
と
村
と
の
間
を
往
復
す
る
木
製
航
船
は
だ
い
た

い
毎
朝

に
各
郷
村
よ
り
開
船

し
、
午
後
に
鎮
よ
り
郷
村
に
帰
る
。
蚕
糸
や
新
米

の
上
市
の
時
、
郷
人
は
朝
船
に
乗
り
、
鎮
に
来

て
、
交
易
を
行
う
。
南
潯

鎮
は
こ
の
よ
う
に
四

郷
農
家
を
周

辺
の
市
鎮
や
外
地
の
客
商
に
結
び

つ
け
て
、
広

い
市
場
圏
を
形
成
し
た
。

南
潯

鎮

の
商
品
経
済
は
非
常
に
発
達
し
て
い
た
。

ま
ず
葉
市

で
あ
る
。
葉
市
と
は
す
な
わ
ち
桑
葉

の
市
場
と
桑
葉
市
の
交
易
で
あ
る
。
『遣
間
碩
記
』
に
は
、

蚕
時
往
鳥
鎮
倣
葉
、
是
南
潯

一
厳
俗
、
名
為
貿
易
、
実
同
賭
博
。

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
南
潯

鎮
人
董
益
舟

「梢
葉
」
に
は
、

吾
郷
則
裁
桑
地
狭
、
所
産
僅
足
飼
小
蚕
、
日
小
葉
。
葉
莫
多
干
石
門

・
桐
郷
、
其
牙
檜
則
集
干
鳥
鎮
。
三
眠
後
買
葉
者

以
舟
往
、
謂
之
開
葉

船
、
買
売
皆
日
梢
。
吾
鎮
之
饒
裕
者
亦
梢
以
射
利
、
謂
之
作
葉
、
又
日
頓
葉
。

　

　

と
あ
る
。
烏
鎮

の
四
柵
に
葉
行
が
置
か
れ
て
、
桑
葉

の
交
易
を
行
う
。

一
般
に
烏
鎮
の
葉
行
は
冬
季
に
南
潯

鎮

へ
行

っ
て
桑

葉
を
売
り
、
定
金
を

受
取
る
。
来
年
に
桑
葉
を
緻
収
す
る
。

次
は
、
繭
市
で
あ
る
。
南
潯

鎮
辺
り
蚕
戸
は

い
つ
も
外
地

へ
行

っ
て
、
繭
を
買
う
。
董
拘
の

『
南
潯
志
稿
』
に
は
、

近
時
多

有
住
嘉
興

一
帯
買
繭
帰
、
繰
糸
筈
之
者
、
亦
有
載
繭
来
鷲
者
。

と
記
さ
れ
て

い
る
。

次
は
糸
市

で
あ
る
。
「湖
綜
甲
天
下
」
と

い
わ
れ
南
潯

鎮
は
湖
糸
の
交
易
中
心
地
で
あ
る
か
ら
、
各
地
の
客
商
が
参
集
し
た
。
『
南
潯
鎮
志
』

に
、



毎
当
新
糸
告
成

商
黄
輻
較
、
而
蘇
杭
両
織
造
皆
至
此
収
焉
。
…
…
小
満
後
新
糸
市
最
盛
、
列
騨
喧
聞
、
衝
路
擁
塞
。

と
あ
る
。
南
潯

鎮
に
は
糸
行
が
沢
山
あ

っ
た
。
各
地
の
客
商
は
こ
こ
に
集
ま
り
、
交
易
を
展
開
す
る
た
め
に
、
会
館
と
公
所
を
設
け
た
。
た
と
え

ば
、

寧
紹
会
館

北
柵
の
外
下
煽
に
あ

っ
て
、
嘉
慶
年
間
に
建
て
ら
れ
た
。

新
安
会
館

南
柵
の
寓
園
の
近
辺
に
あ

っ
て
、
道
光
十

一
年
に
建
て
ら
れ
た
。

金
陵
会
館

南
柵
の
広
勝
橋
の
東
北
に
あ
り
、
光
緒
十
年
に
建
て
ら
れ
た
。

閾
公
所

す
な
わ
ち
福
建
会
館
で
あ
る
。
南
柵
の
陳
家
駁
に
建
て
ら
れ
た
。

糸
業
公
所
i

同
治
四
年
に
、
糸
商
荘
祖
綬
な
ど
が
建
て
た
。

葉
市
や
繭

市

・
糸
市
の
ほ
か
に
、
棉
布
市
も
あ
る
。
南
瀞
の
四
郷
は
棉
布
を
出
産
し
な
い
け
れ
ど
も
、
農
家
皆
布
を
織

る
。
棉
花
は
東

へ
百
里

の
農
家
よ
り

鎮
中
に
運
ば
れ
る
。
牙
行
は
棉
花
を
買

っ
て
、
ま
た
農
家
に
売
る
。
牙
行
は
安
吉

・
孝
豊
な
ど

の
県
の
客
商

に
棉
布
を
売
る
。
南
潯

人
施
国
祁

の

「吉
貝
居
暇
唱
自
序
」
は
、

去
南
潯

之
東
百
里
而
遙
、
地
沿
海
、
田
之
高
仰
者
宜
木
棉
、
其
郷
民
大
半
植
此
、
夏
種
秋
収
、
採
集
既
多

即
掴
載
而
易
銭
子
西
費
。
溝
之

西
百
里
而
近
、
地
多
岡
阜
、
為
茶
粟
竹
木
山
場
、
俗
少
女
工
、
時
因
其
地
所
出
、
亦
梱
而
易
布
干
東
頁
。
博
市
居
其
中
、
四
郷
之
人
自
農
桑

外
、
女
工
尚
焉
、
椎
車

・
腸
弓

・
紡
線
織
機
、
率
家
有
之
。
村
民
之
市
買
棉
帰
諸
婦
、
婦
女
日
業
干
此
、
且
舞
燈
相
従
、
夜
亦
作
、

一
月
得

四
十
五
日
工
、
計
日
成
匹
、
旋
以
易
棉
、
蛋
蛋
続
来
不
已
。
市
之
買
侯
新
棉
出
、
以
銭
貿
子
東
之
人
、
委
積
騨
中
、
高
下
若
霜
雪
、
即
有
抱

布
者

踵
門
、
較
其
中
幅
以
時
佑
之
、
棉
与
布
交
易
而
退
。
随
有
西
之
人
齎
銭
来
計
布
値
、
合
則
書
剤
与
之
去
。
而
銭
存
焉
。

　
あ

ヤ

と
述

べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
家

の
生
産
は

「自
給
自
足
」
の
家
内
手
工
業
で
は
な
く
、
そ
の
原
料
と
産
品
は
み
な
商
品

で
あ
り
、
こ
の
家
内
手

工
業
は
商
品
経
済

の
段
階
、
す
な
わ
ち
商
品
生
産
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
南
潯

鎮
の
四
郷
の
農
家
は
専
ら
蚕
桑
、
繰

糸
、
棉
布
を
生
計

の
手

　
お

　

段
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
「無
復
有
心
種
寂
粟
」
で
あ
り
、
商
品
に
糧
を
頼

っ
た
。
『
南
潯
鎮
志
』
が
、

本
地
所
出
之
米
、
納
糧
外
不
足
供
本
地
之
食
、
必
頼
客
米
接
済
。

　
　

　

と
述

べ
て

い
る
よ
う
に
、
南
潯

鎮
の
米
市
は
盛
ん
で
あ

っ
た
。
米
市
は
米
廊
下

(俗
に
米
棚
下
と
呼
ば
れ
る
)
に
、
「
乾
隆
以
前
此
地
米
市
最
盛
」

　
　

　

で
あ

っ
て
、
道
光
以
降
、
「米
市
移
干
西
木
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
潯

鎮
の
経
済
構
造
の
新
特
質
で
あ
る
。



こ
の
経
済
構
造
の
中
で
蚕
糸
業
は
南
潯

鎮

の
経
済
は
命
脈
で
あ
る
。
嘉
靖
年
間
に
徐
献
忠
は
、

蚕
桑
莫
盛
干
湖
…
…
。

蚕
糸
物
業
饒
干
薄
海
、
他
郡
邑
威
籍
以
畢
用
、
而
技
巧
之
精
、
独
出
蘇
杭
之
下
…
…
。

田
中
所
入
与
桑
蚕
各
具
半
年
之
資
。

ヨ　

へ　

と
述

べ
る
。
そ
れ
故
に
明
代
以
来
、
「
湖
糸
遍
天
下
」
の
諺
語
が
広
が

っ
て
く
る
。

湖
糸

の
う
ち
輯
里
糸

(俗
に
七
里
糸
と
呼
ば
れ
る
)
は
非
常
に
有
名

で
、
そ
れ
は
南
潯

鎮

の
西
南
七
里
の
輯
里
村

の
産
出
物
で
あ
る
。
万
暦
時

代
に
南
潯

人
朱
国
禎
は
、

湖
糸
惟
七
里
尤
佳
、
較
常
価
毎
両
必
多

一
分
、
用
織
帽
椴
、
紫
光
可
鑑
。

と
述

べ
る
よ
う
に
、
輯
里
糸
を
原
料
と
す
る
絹
織
物
は
き
れ

い
で
あ
る
。
隆
慶

・
万
暦
以
来
、
各
地
の
客
商
は
南
潯

鎮
に
集

ま
り
、
輯
里
糸
を
買

っ
た
。
乾
隆

『湖
州
府
志
』
は
、

隆

・
万

以
来
、
機
仔
之
家
相
沿
此
業
、
巧
拙
百
出
…
…
各
直
省
客
商
雲
集
貿
販
、
里
人
賞
鷲
他
方
、
四
時
往
来
不
絶
。

へ
む

　

と
述
べ
て
い
る
。

清
代
に
、
南
潯

鎮
の
蚕
糸
業
は
盛
ん
に
な
り
、
董
姦
舟

「
南
潯
蚕
桑
楽
府
自
序
」
は
、

蚕
事
吾

湖
独
盛
、

一
郡
之
中
尤
以
南
潯

為
甲
。

　
　

　

と
述
べ
る
。

『湖
州
府
志
』
に
も

其
樹
桑

也
、
自
播
下

・
管
隙
以
睦
田
之
畔

・
池
之
上
、
難
農
無
棄
地
也
。

尺
寸
之
堤
、
必
樹
之
桑
。

窮
郷
僻

壌
無
地
不
桑
。

へ
お

　

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
農
家
は
栽
桑

・
養
蚕
だ
け
で
な
く
、
み
な
家
の
中
で
糸
を
繰
る
。
技
術
が
高
度
な
の
で
、
民
間
に
は

「繰
糸
莫
精
干
南
潯

人
」
の
諺
語
が
あ
る
。

　
れ

　

清
中
葉
、
南
潯

人
の
糸
市
は
非
常
に
繁
栄
し
て
、
「
商
賈
幅
鞍
、
而
蘇
杭
両
織
造
皆
至
此
収
焉
」
で
あ
る
。
董
贔
舟

「売
糸
詩
序
」
に
よ
る
と
、

鎮
南
柵
有
地
名
糸
行
壌
、
列
騨
購
糸
、
謂
之
糸
行
。
商
賈

駐
砒
、
貿
糸
者
群
趨
焉
、
謂
之
新
糸
市
。
行
有
京
荘

・
広
荘

・
経
荘

・
劃
荘

・
郷



荘
之

分
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
「売
糸
詩
」
に
も
、

閾
閻
填
喧
駅
檜
忙

一
榜

大
書
糸
経
行

就
中
分
列
京
広
荘

畢
集

南
輿
金
陵
商

ロ
お

　

と
詠
わ
れ
る
。

糸
市
は
客
商
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
糸
を
売
る
農
家
を
も
集
め
る
。
温
曲豆
「
南
潯
糸
市
行
」
に
、
「蚕
事
乍
畢
糸
事
起

、
郷
農
売
糸
争
赴
市
、

市
中
人
塞
不
得
行
、
千
声
万
語
聾
人
耳
。
紙
牌
高
掲
糸
市
塵
、
沿
門
挨
戸
相
連
接
、
喧
嘩
鼎
沸
辰
至
午
、
耕
肩
累
跡
不
得
前
」
と
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
牙
檜

の
糸
行
は
取
引
が
盛
ん
で
、
「列
騨
喧
聞
、
衙
路
擁
塞
」
で
あ

っ
た
。
董
拘

「
売
糸
詩
」
に
は
、

初
過
小
満
梅
正
黄

市
頭
糸
騨
威
開
張

臨
街
高
掲
紙

一
幅

大
書
京
広
糸
経
行

区
区
博
地
難
偏
小

客
船
大
質
来
行
商

郷
人
売
糸
別
粗
細

広
荘
不
合
還
京
荘

へ
が

　

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

京
荘
は
専
ら
蘇
州
や
杭
州

の
織
造
局
に
提
供
さ
れ
た
。
清
代
に
は
、
江
寧

・
蘇
州

・
杭
州
に
織
造
局
が
設
立
さ
れ
、
太
湖
周
辺
地
域

の
市
鎮
か

ら
糸
を
購
入
し
た
の
で
、
南
潯

鎮
は
繁
栄
し
た
大
き

い
市
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

広
荘
は
専
ら
広
東
商
人
、
お
よ
び

「載
往
上
海
与
夷
商
交
易
者
」
を
も
て
な
す
。
俗
に
客
行
と
呼
ば
れ
る
。

郷
荘
は
郷
糸
市
で
あ
り
、
専
ら
郷
糸
を
買
う
牙
行
で
あ
る
。

経
荘
と

い
う

の
は
専
ら
経
糸
を
買

い
、
経
糸
を
作
る
牙
行
で
あ
る
。
農
家
は
経
に
自
分

の
糸
を
紡

い
で
か
ら
、
経
荘
に
売
る
。
こ
れ
は
郷
経
と

呼
ば
れ
る
。
農
家
は
経
に
経
行
の
糸
を
紡
い
で
か
ら
、
工
価
を
受
取
る
。
こ
れ
は
料
経
と
呼
ば
れ
る
。
経
荘
は
蘇
州
の
機

戸
に
経
糸
を
売
る
と
、

こ
れ
を
蘇
経
と
呼
ぶ
。
広
東
商
人
に
売
る
と
、
広
経
と
呼
ば
れ
る
。



劃
荘
は
す
な
わ
ち
小
行
で
あ
り
、
専
ら
郷
農

の
糸
を
買

っ
て
か
ら
、
大
行
に
売
る
小
さ

い
牙
行

で
あ
る
。

五
口
通
商

以
降
、
洋
商
が
上
海
に
集
ま
り
、
湖
糸
は
主
な
輸
出
品
に
な

っ
た
。
湖
糸
が
洋
荘
に
売
る
こ
と
は
南
潯

鎮
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
湖

糸
の
輸
出
に
関
し
て
、
南
潯
鎮

は
主
な
集
散
地
で
あ
る
。
南
潯

鎮
の
湖
糸
輸
出
の
交
易
状
況
に
つ
い
て
、
温
豊

「
南
潯
糸
市
行
」
は
、

一
日
貿

易
数
千
里

市
人
誰
不
利
薫
心

但
教
奥
手
即
可
熱

街
頭
巷
口
共
追
尋

茶
棚
酒
蜂
紛
紛
話

紛
紛
尽
是
買
与
売

小
買
収
買
交
大
買

大
責
載
入
申
江
界

申
江
鬼

国
正
通
商

繁
華
富
麗
厭
蘇
杭

番
舶
来
銀
百
万
計

中
国
商
人
皆
若
狂

　
あ

　

と
述
べ
る
。

湖
糸
の
交
易
は
南
潯

鎮
の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ

っ
た
。
南
潯

鎮
は
富
庶
の
市
鎮
に
な
り
、
民
間
の
諺
語
に
は
、

湖
州
整
個
城
、
不
及
南
潯

半
個
鎮
。

　
　

　

と
あ
り
、
南
潯

鎮

の
経
済
的
地
位
が
う
か
が
え
る
。

一
八
七
〇
年
代
よ
り

一
九
二
〇
年
代
に
至
る
五
十
年
間
は
南
潯

鎮

の
発
展
史

の
中
で
最
後

の
黄
金
時
代
で
あ
る
。
海
外
の
市
場
は
中
国
糸
の
需

求
量
が
急
速

に
増
加
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
湖
糸
の
生
産
が
刺
激
さ
れ
た
。
南
潯

鎮

の
四
郷
は
、
「無
不
桑
之
鎮
、
無
不
桑
之
家
」
と
な
り
、
「郷
人

費

一
月
之
功
、
荷
得
豊
収
、

一
年
取
給
于

此
」
で
あ

っ
た
。
南
潯

鎮
に
は
資
金
百
万
以
上
の
糸
商
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
俗

に
四
象

・
八
枯
牛

・

七
十
二
狗
と
呼
ば
れ
る
。
「
四
象
」

の
資
金
は
み
な
百
万
以
上
で
あ

っ
て
、
劉
氏
は
二
千
万
、
張
氏
は

一
千
二
百
万
、
邪
氏
は
四
百
万
、
寵
氏
は

百
六
十
万
あ

っ
た
。

南
潯

鎮
の
鼎
盛
時
代
に
は
、
経
済
繁
栄
だ
け
で
な
く
、
文
化
も
発
達
し
、
「人
文
蔚
起
」
の
地
で
あ

っ
た
。
萢
来
庚
は
、

数
百
年
来
、
人
文
蔚
起
、
閲
間
紛
屯
、
東
西
南
北
之
通
衙
、
周
約
十
里
、
郁
為
巨
鎮
　
。

　
ね

セ

と
述
べ
る
。
萢
穎
通
が
、

前
明
中
葉
、
科
第
極
盛
、
有

「九
里
三
閣
老
、
十
里
両
尚
書
」
之
諺
。



と
述
べ
る
よ
触
に
、
三
閣
老
と
は
、
す
な
わ
ち
南
潯

鎮
東
柵
馬
家
港
の
朱
国
禎
と
南
潯

鎮

の
西
七
里
の
輯
里
村
の
温
体
仁

、
南
潯

鎮
の
西
南
十

一

里
、
馬
要
村

の
沈
潅
を
さ
す
。
ま
た

「
九
里
三
閣
老
」
は

「
七
里
三
相
国
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
温
斐
枕
の

『七
里
村
志
』

は
、

有
誇

其
先
者
、
馬
渓
世
家
沈
氏
有
相
国
焉
、
博
渓
世
家
朱
氏
有
相
国
焉
、
吾
里
之
顕
亦
家
相
也

(
す
な
わ
ち
温
体
仁

)。
三
相
国
相
距
凡
七

里
、

至
今
以
為
謡
。

と
述
樋
る
。
い
わ
ゆ
る
両
尚
書
と
は
す
な
わ
ち
董
傍

・
沈
演
で
み
る
。
明
代
に
、
南
潯

鎮
は
進
士
七
人
、
挙
人
二
十
七
人
を
出
し
た
。
清
代
に
は

進
士
十
六
人
、
挙
人
五
十
人
を
輩
出
し
た
。

南
潯

鎮

は
区
域
経
済
の
高
度
成
長
に
伴

っ
て
、
区
域
文
化
も
非
常
に
発
達
し
た
。
前
述
の

「科
第
興
旺
」
の
事
実
は
こ
の
区
域
文
化
の
産
物
で

あ
る
。
民
間
の
風
俗
と
年
中
行
事
か
ら
も
こ
の
区
域
文
化
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
万
暦
時
代
の
王
道
隆
は
、
こ
う
語
る
。

成
化
以
前
、
謀
饗
喰
者
以
興
販
為
能
、
養
子
弟
者
以
読
書
為
諌
、
謹
者
好
勇
而
争
訟
、
細
民
重
釈
而
信
巫
。
今
則
市
塵
以
質
当
相
先
、
宴
席

ら
ゆ

　

以
華
修
相
尚
、
擁
資
則
富
屋
宅
、
買
爵
則
盛
輿
服
、
鉦
鼓
鳴
茄
用
為
常
楽
、
蓋
有
悟
鍮
之
風
焉
。

清
代
に
、

こ
の
風
俗
は

一
層
広
が

っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
正
月
十
五
日
の
元
宵
祭
に
は
、
「鉦
鼓
之
聲
」
が
絶
え
ず
、
元
宵
鼓
と
呼
ば
れ
た
。

街
市
に
燈
篭
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
龍
燈

・
象
燈

・
獅
燈

・
馬
燈
な
ど
が
あ
る
。
住
民
は
燈
を
撃
げ
て
町
中
を
遊
び
ま
わ
り
、
神
を
迎
え
、
燈
を
見

物
す
る
。
こ
れ
は
出
燈
会
と
呼
ば
れ
る
。
張
鎮

の

「博
渓
漁
唱
」
の
詩
に
は
、

元
宵

風
見凧
儘
堪
菰
南

画
鼓
薬
薬
燈
市
講

卍
字
欄
干
珠
箔
捲

争
看
水
面
放
蓮
花

　
ゲ

　

と
詠
わ
れ

て
い
る
。

三
月
初

三
日
、
男
女
は
み
な
著
菜
花
を
戴
く
。
寒
食
祭
に
は
郷
村
で
哨
船
を
飾
り
、
哨
船
に
彩
亭

・
旗
幟
を
設
け
て
、

郷
人
が
技
芸
を
き
そ
う
。

寒
食
か
ら
清
明
ま
で
、
小
舟
の
競
渡
が
あ
る
。
俗
に
宜
田
蚕
と
呼
ば
れ
る
。
清
明
日
、
育
蚕
の
家
は

「設
祭
以
穰
白
虎
」

で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
被

蚕
崇
と
呼
ば
れ
る
。

三
月
二
十
八
日
は
東
嶽
の
誕
生
日
で
あ
る
。
『
南
潯
鎮
志
』
が
、

、



焼
香
作

会
、
或
論
経
上
寿
、
或
枷
鎖
伏
罪
、
扮
搭
台
閣
故
事
、
迎
演
数
日
。

遇
豊
年
則
出
燈
会
、
毎
在
二
三
月
間
、
引
線
燈
作
繍
球
、
涼
傘
等
形
、
争
新
門
艶
、
為
他
処
所
無
。
撃
鉦
鼓
随
之
、
游
行
市
上
、
迎
神
出
観

…
…
旬
余
始
罷
、
遠
近
来
観
者
甚
衆
。

と
述

べ
る
よ
う
に
、
孫
熾
又
「
三
月
下
旬
燈
事
甚
盛
感
而
有
作
」
詩
に
は
、

宝
馬
香
車
絡
繹
迎

笙
歌
如
沸
水
如
城

人
情
欲
補
元
宵
鉄

天
気
難
逢
穀
雨
晴

挙
国
若

狂
豪
興
在

非
時
為
楽
後
憂
生

依
稀
記
得
当
年
警

早
閉
閻
門
禁
夜
行

　
ゆ

　

と
詠
わ
れ
て

い
る
。

七
月
十
五

日
は
中
元
祭
で
あ
る
。
『
南
潯
鎮
志
』
に
は
、
「地
官
赦
罪
之
辰
、
僧
至
録
亡
者
姓
名
、
遍
送
檀
越
、
謂
之
節
関
。
建
孟
蘭
盆
会
、
夜

　
ゆ

　

則
放
餓
口
、
施
食
、
沿
河
放
燈
、
謂
之
照
冥
。
市
井
醸
資
、
各
延
僧
設
諭
伽
餓

口
、
街
頭
巷
尾
夜
夜
都
有
」
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

そ
の
ほ
か

に
九
月
初
五
日
は
南
潯
鎮

の
土
神
崔
李
二
承
事
の
誕
生
日
で
あ
り
、
鎮
中
に
は
演
劇
し
、
遊
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

一
か
月
に
わ

た
っ
て
続
け

ら
れ
る
。

こ
の
文
化

風
俗
は
鼎
盛
時
代
の
南
潯
鎮

の
社
会
生
活
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

鳥

青

鎮

湖
州
府
烏

程
県

の
鳥
鎮
と
嘉
興
府
桐
郷
県
の
青
鎮
は
、
市
河
を
境
に
し
て
、
当
地
人
は
慣
習
的
に
烏
青
鎮
と
呼

ん
で
い
る
。
乾
隆

『烏
程
県

志
』
は
烏
鎮
と
青
鎮
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
…
戸

口
日
繁
、
十
里
以
内
、
民
居
相
接
、
咽
火
万
家
、
二
鎮
聯
而
為

一
、
中
以
市
河
、
道
為
界
、
因
合
呼
鳥
青
鎮
。

河
東
則
侃
属
桐
郷
県
、

為
青
鎮
、
河
西
則
傍
属
鳥
程
、
為
烏
鎮
。
二
鎮
之
四
柵
八
隅
、
則
為
江
浙

二
省
湖
嘉
蘇
三
府
烏
程

・
帰
安

.
石
門

.
桐

郷

.
秀
水

.
呉
江

.

ロ

は

へ

震
沢
七

県
錯
壌
地
、
百
貨
騨
集
。

南
宋
嘉
定

年
間
に
莫
光
朝
の

「
徒
役
碑
」
に
は
、



烏
青
鎮

分
湖
秀
間
。

と
述
べ
ら
れ
、
同
時
代

の
張
偏
の

『重
修
土
地
廟
記
』
に
も
、

湖
秀
之
問
有
鎮
、
画
河
為
界
、
西
日
烏
鎮
、
東
日
青
鎮
。

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
淳
煕
三
年
の
万
珪
の

「青
鎮
索
度
明
王
碑
」
に
も
、

秀
之
青

敬
与
湖
之
烏
敬
二
市
、
相
抵
為

一
鎮
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

宋
か
ら
明
ま
で
、
烏
青
鎮
は
興

・
衰

・
復
興

の
三
段
階
を
経
過
し
、
こ
の
発
展
の
過
程
に
つ
い
て
、
嘉
靖
三
年

に
当
地
人
陳
観
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

鳥
青
鎮

は
淳
煕

・
嘉
定
間
に
興
り
、
徳
祐
二
年
に
突
如
衰
微
し
、
「公
署

・
酒
楼

・
官
店
悉
入
為
民
盧
」
と
あ

っ
た
。

元
初
に
ま
た
漸
次
復
興

し
て
き
た
。
元
来
に
兵
焚
に
遭

い
、
全
鎮

の
建
物
が
破
壊
さ
れ
た
。
「僅
存
者
唯
両
浮
屠
之
遺
跡
焉
」
で
あ

っ
た
。
明
初
は
、
「
民
盧

・
寺
観
難
云

重
興
、
亦
不
尽
復
」
と
い
う
状
態

で
あ

っ
た
。
成
化

・
弘
治
間
に
至
り
、

居
民
段
富
、
鋭
于
興
作
…
…
荊
棘
荒
蕪
素
無
人
居
者
、
亦
別
刈
而
結
構
之
…
…

(店
鋪

・
民
居
)
鱗
次
櫛
比
、
延
接
于

四
柵
。

と

い
う
情
況
に
な
り
、
正
徳
、
嘉
靖
間
に
至
り
、

負
販
之
広
、
封
桑
之
勤
、
又
日
盛

一
日
。
且
士
知
問
学
、
科
貢
有
人
、
民
知
尚
義
、
輸
賑
多
室
、
緒
紳
士
夫
摩
接
街
市
、
民
風
土
俗

一
変
而

為
富
庶
禮
義
矣

。お

　

と

い
う
情
況
と
な

っ
た
。

嘉
靖
十
七
年
に
、
地
方
官
は
烏
青
鎮
に
県
治
を
設
立
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
。
こ
の

「
請
分
立
県
治
疏
」
に
よ
っ
て
鳥
青
鎮
は
盛
ん
に
な

っ
た

と
見
ら
れ
る
。
「請
分
立
県
治
疏
」
は
烏
青
鎮
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

地
僻
人
稠
、
商
賈

四
集
、
財
賦
所
出
甲
于

一
郡
…
…
烏
程

・
帰
安

・
桐
郷

・
秀
水

・
崇
徳

・
呉
江
等
六
県
輻
韓
、
四
通
八
達
之
地
…
…
本
鎮

　
　

　

地
厚
土
地
沃
、
風
気
凝
結
、
居
民
不
下
四
五
千
家
、
叢
塔
宮
観
周
布
森
列
、
橋
梁
閲
閲
、
不
煩
改
拓
、
宛
然
府
城
気
象
。

「宛
然
府
城
気
象
」

の
言
葉
は
、
鳥
青
鎮
の
規
模
の
宏
大
さ
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
。

嘉
靖

・
万
暦
時
代
に
は
、
鳥
青
鎮
は
農
桑
が
発
達
し
、
交
通
が
便
利
な
た
め
、
商
賈

が
集
聚
す
る
住
民
万
戸
の
大
鎮
に
な
り
、
俗
に
隔
府

・
隔



省
の
大
鎮
と
呼
ば
れ
た
。
万
暦
年
間
に
推
官
張
応
雷
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ニ
ぎ

窃
照
烏
青
地
方
乃
断

(江
)、
直

(隷
)
之
交
、
湖
州
之
鳥
程
、
嘉
興
之
桐
郷
、
蘇
州
之
呉
江
三
邑
相
連
、
本
鎮
居
民
近
万
。

清
初
、
鳥
青
鎮
は
蚕
糸
業

の
急
速
な
発
達
に
伴

っ
て
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
市
鎮

の
規
模
が
拡
大
し
た
。
烏
鎮
は
縦

七
里
、
横
四
里
あ
り
、

青
鎮
は
縦
七

里
、
横
二
里
あ
り
、
ま
た
東

・
西

・
南

・
北
に
四
つ
の
門
が
あ

っ
た
。

南
昌
門

青
鎮
の
南
門
、
杭
州
に
通
じ
る
。

澄
江
門

鳥
鎮
の
北
門
、
蘇
州
に
通
じ
る
。

朝
宗
門

青
鎮
の
東
門
、
嘉
興
に
通
じ
る
。

通
愛
.口門

烏
鎮
の
西
門
、
湖
州
に
通
じ
る
。

め

　

こ
の
四
つ
の
門
は
、
「以
郡
城
規
模
名
之
」

で
あ

っ
た
。
実
際
に
は
、
鳥
青
鎮

の
規
模
は
府
城
を
凌

い
だ
。
乾
隆

『鳥
青
鎮
志
』
は
、

巨
麗
甲
他
鎮
、
市
逡
広
表
十
八
里
。

　ぞ

　　
マ

と
述
べ
る
。

こ
れ
に
比
し
て
湖
州
府
城
や
嘉
興
府
城
の
規
模
は
十
二
里
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

鳥
青
鎮
に
は
街
道
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
烏
鎮

の
南
門
か
ら
北
門
ま
で
大
街
に
沿

っ
て
、
小
街
十
六
條
が
あ
り
、
青
鎮

の
南
門
か
ら
北
門
ま
で
小

街
十
三
條
が
あ
り
、
烏
鎮
の
西
街

の
安
利
橋
か
ら
西
門
ま
で
小
街
十
三
條
が
あ
り
、
青
鎮
の
東
街
に
沿

っ
て
小
街
が
五
條
あ

る
。
そ
れ
故

『烏
青

鎮
志
』
は

「名
為
鎮
而
実
具
郡
邑
之
勢
」
と
述
べ
て
い
る
。

清
末

の
烏
青
鎮
の
市
街
を
列
挙
す
る
と
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

常
春
里
大
街

耕
家
江
か
ら
安
利
橋
ま
で
、
衆
安
橋

の
北
で
旅
舎

の
集
聚
の
地
で
あ
る
の
で
、
夜
市
は
盛
ん
で
あ
る
。

澄
江
里
大
街

南
は
安
利
橋
に
至
り
、
北
は
飛
蓋
橋
に
至
る
。
利
済
橋
辺
り
に
市
集
が
あ
る
。

通
害
里
大
街

東
は
安
利
橋
に
至
り
、
西
は
通
済
橋
に
至
る
。
利
済
橋
の
辺
り
に
市
集
が
あ
り
、
冶
房
橋
の
辺
り
で
は
か
な
り
の
熱
闇
で
あ

っ
た
。

以
上
の
大
街

は
烏
鎮
に
属
隷
す
る
。

南
大
街

南
は
茶
亭
に
至
り
、
北
は
常
木
橋
に
至
る
。
『鳥
青
鎮
志
』
は
、

南
北
市

庭
相
接
、
浮
欄
橋
以
南
俗
称
橋
外
頭
、
為
郷
民
市
易
之
区
、
糸
荘

・
稜
行

(米
穀
牙
行
)
均
設
f
此
。
済
遠
橋

至
常
豊
橋
為
中
市
、



繁
盛
之
地
、
江
源
典
及
院
恒
徳
薬
号

・
宜
昌
綱
荘
各
大
商
店
皆
在
此
。

　
　

　

と
述
べ
る
。

中
大
街

常
豊
橋
か
ら
蒲
行
橋
ま
で
で
あ
る
。
『烏
青
鎮
志
』
は

此
街
為

両
鎮
上
緊
之
地
、
其
大
商
店
如
雲
錦
綱
荘

・
久
大
参
行
、
著
名
菜
館
九
江
楼
在
興
徳
橋
南
。

　
の

ぬ

と
述
べ
る
。

北
大
街

薦
行
橋
か
ら
油
車
涯
ま
で
で
あ
る
。
普
済
橋
辺
り
に
市
集
が
あ
る
。

観
前
街

常
曲豆
橋
北
塊
か
ら
望
佛
橋
ま
で
で
あ
る
。
中
大
街
に
連
接
し
、
商
業
が
繁
栄
し
て
い
た
。

東
大
街

住
宅
区
で
あ
り
、
財
神
湾
に
は
市
集
が
あ

っ
た
。

以
上
の
大
街

は
青
鎮
に
属
隷
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
岱
家
涯
は
南
柵
の
繁
盛
地
で
あ
る
。
西
長
明
巷
は
俗
に
焼
茅
場
と
呼
ば
れ
、
毎
年
の
清
明
祭
に
、
香
船
が

こ
こ
に
停
泊
し
、
市
集

を
な
し
た
。
寺
後
巷
は
八
鮮
行
が
あ
る
。
毎
朝
に
市
場
を
な
し
て
い
る
。

へ
お

　

民
国
初
年

、
烏
青
鎮
は
七
鎮
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
澄
江
鎮

・
通
雷
鎮

・
通
津
鎮

・
常
春
鎮

・
青
南
鎮

・
青
北
鎮

・
青

東
鎮
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ

っ
て
、
烏
青
鎮
は
経
済
の
発
達
と
規
模

の
宏
大
さ
が
う
か
が
え
る
。

烏
青
鎮

の
交
通
は
便
利
で
あ
り
、
四
通
八
達
の
水
路
に
沿

っ
て
、
鎮

の
南
柵
よ
り
出
発
し
て
、

東

へ
十
五
里
、
櫨
頭
鎮
に
至
り
、

東

へ
十
八
里
、
皇

林
鎮
に
至
り
、

東

へ
三
十
六
里
、
陸
門
鎮
に
至
る
。
陸
門
よ
り
南

へ
四
十
六
里
、
濃
院
鎮
に
至
る
。

西

へ
十
八
里
、
壇
市
鎮
に
至
り
、

西

へ
五
十
四
里
、
新
市
鎮
に
至
る
。

鎮

の
北
柵
よ
り
出
発
し
た
ら
、

東

へ
六
里
、
六
里
塙
に
至
り
、

東

へ
九
里
、
九
里
橋
に
至
り
、



東
よ
り
北

へ
十
里
、
厳
墓
市
に
至
り
、

東

へ
四
十
九
里
、
檀
丘
市
に
至
り
、

東

へ
七
十
二
里
、
平
望
鎮
に
至
り
、

東

へ
三
十
里
、
新
城
鎮
に
至
り
、

東

へ
九
十
二
里
、
王
江
浬
鎮
に
至
り
、

西

へ
三
十
六
里
、
南
潯

鎮

に
至
り
、

　
お

　

西

へ
五
十
四
里
、
震
沢
鎮
に
至
る
。

明
清
時
代

に
烏
青
鎮

の
水
運
は
、
民
国

『烏
青
鎮
志
』
に
よ
る
と
、
そ
の

一
斑
が
知
ら
れ
る
。
木
製
の
快
船
は

一
般
に
日
に

一
便
、
或
い
は
二

日
に

一
便
あ
り
、
日
に
二
便
の
場
合
も
あ
る
。
こ
の
水
運
航
路
は
十
四
條
あ
る
。
た
と
え
ば
、

(
1
)王
店
船

烏
鎮
よ
り
濃
院
鎮
に
至
る
。
砺
頭

(波
止
場
)
は
印
家
橋
塊
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
2
)湖
州
船

烏
鎮
よ
り
馬
腰
鎮
に
至
る
。
砺
頭
は
印
家
橋
塊
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
3
)震
沢
船
ー

烏
鎮
よ
り
厳
墓
鎮
に
至
る
。
砺
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
4
)湖
州
船

鳥
鎮
よ
り
双
林
鎮
を
経
由
し
て
練
市
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
5
)嘉
興
船
i

烏
青
鎮
よ
り
新
膣
鎮
を
経
由
し
て
練
市
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
6
)塘
棲
船

烏
鎮
よ
り
新
市
鎮
を
経
由
し
て
練
市
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
7
)
南
潯
船

烏
鎮
よ
り
櫨
頭
鎮

・
桐
郷
県

・
屠
旬
鎮
を
経
由
し
て
狭
石
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
宮
橋
北
に
あ
る
。
日
に
往
復
二
便
が
あ
る
。

(
8
)長
安

船
南
潯

よ
り
烏
鎮
、
櫨
頭
鎮

・
石
湾
鎮
を
経
由
し
て
崇
徳
県
に
至
る
。
日
に
往
復

二
便
が
あ
る
。

(
9
)桐
郷
船

烏
鎮
よ
り
櫨
頭
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
浮
欄
橋
塊
に
あ
る
。
日
に
往
復
二
便
が
あ
る
。

(
10
)崇
徳
船
-

烏
鎮
よ
り
石
湾
鎮
に
至
る
。
砺
頭
は
浮
欄
橋
塊
に
あ
る
。
日
に
往
復
二
便
が
あ
る
。

(
11
)狭
石
船

鳥
鎮
よ
り
櫨
頭
鎮

・
桐
郷
県
を
経
由
し
て
屠
旬
鎮
に
至
る
。
礪
頭
は
二
井
橋

に
あ
る
。
二
日
間
に

一
便

が
あ
る
。

(
12
)善
練
船

烏
鎮
よ
り
練
市
鎮
に
至
る
。
砺
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

(
13
)濃
院
船

鳥
鎮
よ
り
石
谷
廟
に
至
る
。
礪
頭
は
印
家
橋
塊
に
あ
る
。
。
日
に

一
便
が
あ
る
。



(
14
)湖
州
船

烏
鎮
よ
り
馬
腰
鎮
に
至
る
。
砺
頭
は
二
井
橋
に
あ
る
。
日
に

一
便
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
品
物
を
運
搬
す
る
航
路
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鳥
青
鎮
に
は
百
船
が
会
聚
し
、
万
商
が
雲
集
し
、
数
百
年

に
わ
た

っ
て
商
業
中
心

の
地
位
を
持
ち
続
け
た
。

烏
青
鎮

の
主
な
産
業
は
蚕
桑
業
で
あ
る
。
四
郷
の
農
家
は
蚕
桑
を
主
業
と
す
る
。
謝
肇
澗
の

『西
呉
枝
乗
』
は
、

其
生
計
所
資
視
田
幾
過
之
、
且
為
時
促
、
而
用
力
倍
労
。

と
述

べ
る
。
徐
献
忠
は
、

蚕
桑
之
利
莫
甚
干
湖
、
大
約
良
地

一
畝
可
得
葉
八
十
個

(毎
二
十
斤
為

一
個
)、
計
其

一
歳
墾
鉗
塞
培
之
費
、
大
約

不
過
二
両
、
而
其
利
倍

之
。　

　

と
述

べ
る
。

桑
葉

の
交
易
は
烏
青
鎮
の
重
要
な
商
業
部
門
で
あ
る
の
で
、
鎮

の
四
柵
に
は
み
な
青
桑
葉
行

(す
な
わ
ち
桑
葉
牙
行
)
を
設
置
し
た
。
立
夏
の

後
三
日
に
、
農
家
は
桑
葉
を
採
摘
し
、
船
で
鎮
に
運
搬
し
、
青
桑
葉
行
に
売
る
。
こ
れ
は
葉
市
で
あ
る
。
新
葉
上
市

の
と
き
に
、
鎮
中
で
葉
市
が

盛
ん
に
な
る
。
董
叢
舟
の

「楽
府
小
序
」
は
、

葉
莫

盛
于
石
門

・
桐
郷
、
其
牙
倫
則
集
于

鳥
鎮
、
買
葉
者
以
舟
往
、
謂
之
開
葉
船
。
饒
裕
者
亦
梢
以
射
利
、
謂
之
作
葉
、
又
日
頓
葉
。

と
述

べ
る
。
こ
う
し
て
鳥
青
鎮
は
周
辺
地
区
の
桑
葉
の
集
散
地
と
な
っ
た
。
毎
年

の
立
夏
に
、
南
潯

・
震
沢
な
ど

の
地
方

の
蚕
戸
は
こ
こ
で
桑
葉

を
買

い
、
交
易
の
桑
葉
は
十
万
担
ぐ
ら
い
あ
る
。
葉
市
は
頭
市

・
中
市

・
末
市
が
あ
り
、
毎
市
が
三
日
続
く
。
桑
葉

の
価
格
は
朝
市

・
晩
市

・
夜

市
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
『烏
青
鎮
志
』
に
、

葉
行

上
市
通
宵
達
旦
、
釆
葉
船
封
満
河
港
。
葉
行
営
業
順
利
、
験
可
利
市
三
倍
。

　
ぴ

　

と
記
さ
れ
る
。
「四
月
黄
金
随
地
渡
」
と

い
う
諺
語
も
あ
る
。

鳥
青
鎮

で
は
蚕
糸
を
以
て
名
高
く
、
糸
市
も
盛
ん
で
あ
る
。
四
郷
の
蚕
糸
は
西
郷
の
輯
里
糸
が
最
も
優
れ
て
い
た
。
小
満
に
至
る
新
糸
上
市
の

と
き
に
は
、
鎮
中
の
糸
行
は
と
て
も
繁
盛
し
た
。
『烏
青
文
献
』
は
、

各
庭
大

郡
商
客
投
行
収
買
。

平
時

則
有
震
沢

・
盛
沢

・
双
林
等
鎮
各
庭
機
戸
零
買
経
緯
自
織
。
…
…

(販
子
)
貿
糸
詣
各
鎮
、
売
子
機
戸
。



　
　

　

と
述
べ
る
。
清
末
、
鎮
中
の
糸
行
は
沢
山
現
わ
れ
、
鎮
の
南
柵
に
は
丁
同
和
号

・
胡
同
順
号

・
栄
盛
号

・
眺
徳
泰
号

・
仁
記

が
あ
り
、
東
柵
に
周

恒
源
号

・
楊
義
曲豆
号

・
銭
天
元
号

・
徳
泰
興
記
が
あ
り
、
西
柵
に
邸
恒
茂
号
が
あ
り
、
北
柵
に
徐
興
道
号
が
あ
る
。

烏
青
鎮

の
四
郷
で
は
棉
花
を
産
出
し
な

い
が
、
農
家
の
婦
女
は
皆
布
を
織
る
。
崇
禎

『烏
程
県
志
』
に
は
、
「(烏
鎮
)
其

の
市
は
布
を
産
出
し
、

　
　

　

甚
だ
繁
盛
し

て
い
る
」
、
「木
棉
布
は
烏
で
生
産
さ
れ
る
も
の
の
品
質
が
佳

い
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
代
に
は
烏
青
鎮
に
、
布
織
業

が
興

っ
て
、
優
れ
た
品
質
の
棉
布
を
産
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『鳥
青
文
献
』

は
、

閏
広
人
濁
喜
本
鎮
之
布
、
以
其
軽
軟
而
暖
也
。
布
有
大
小
軽
重
、
価
亦
多
寡
不
同
。

　
れ

り

と
述

べ
る
。
清
代
に
お
い
て
鳥
青
鎮
の
四
郷
の
布
織
業
が
発
達
し
、
農
家
で
棉
布
を
産
出
し
、
鎮
内
の
布
荘
に
売

っ
て
い
た

。
民
国
の

『烏
青
鎮

志
』
は
、

商
人
設
荘
収
買
、
行
錆
干
外
埠
、
布
荘
有
沈
永
利

・
沈
義
和

・
顧
周
昌

・
胡
允
和
四
家
、
営
業
甚
為
発
達
。

と
述

べ
る
。

要
す
る
に
、
鳥
青
鎮
は
四
郷
農
家
経
営

の
商
品
代
生
産
に
伴

っ
て
、
商
業
を
中
心
と
す
る
市
場
町
の
機
能
を
は

っ
き
り
示

し
、
市
場
経
済
中
に

蚕
桑
、
繰
糸
紡
織
な
ど
の
産
業
を
捲
き
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
故
、
商
業
資
本
、
高
利
貸
資
本
は
生
産
過
程
と
生
活
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
浸
透
し

て
い
た
。
次

に
そ
の
表
現
形
式
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

(
1
)
「凡
蓄
蚕
者
、
或
自
家
蚕
桑
不
足
、
則
預
定
別
姓
之
桑
、
謂
之
梢
葉
」
と
あ
り
、
そ
の
う
ち

「除
梢
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
収
繭
の
後
に

　
れ

げ

葉
価
を
支
払

い
、
価
格
は
現
梢
よ
り
25
%
高
い
。

　
た

　

(
2
)稲
穀
を
収
穫
し
た
あ
と
に
、
農
家
は
典
鋪
に
米
穀
を
典
当
し
、
銀
銭
を
受
け
と
る
。
俗
に

「投
典
賎
質
」
「希
貿
易
博
利
」
と
呼
ば
れ
る
。

(
3
)春
夏

の
際
に
は

「
青
黄
不
接
」

の
時
期
の
た
め
、
農
家
は
富
室
か
ら
米
穀
を
借
り
て
、
こ
れ
を
生
米
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に

「或
有

へ
わ

　

他
方
商
客
投

牙
放
米
、
謂
之
牙
賑
」
が
あ

っ
た
。

ら
わ

　

(
4
)烏
鎮

の
股
富
の
家
は

「例
于

蚕
畢
収
脹
」
で
あ
る
か
ら
、
農
家
は

「収
穫
之
際
公
私
償
債
」

で
あ

っ
た
。

商
業
資
本

と
高
利
貸
資
本
は
農
家
経
営
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
浸
透
し
た
。
『烏
青
文
献
』
巻
三
農
桑
に
は
、

貸
米
以
延
須
與
之
死
、
質
羅
以
作
不
急
之
務
…
…
其
後
貿
易
折
閲
、
息
利
倍
加
、
自
此
通
負
益
積
、
逃
亡
随
之
。

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
典
当
業
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
「汗
出
頼
頼
、
強
如
倣
債
」

の
諺
が
あ

っ
た
。
民
国

『烏
青
鎮

志
』

は



両
鎮
典
業
在
商
業
極
盛
之
時
、
相
伝
有
十
三
家
之
多
。

　

　

と
記
し
て
い
る
。

烏
青
鎮
は
経
済
の
中
心
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
名
門
望
族

の
集
聚
の
所
で
も
あ

っ
た
。
宋
室
南
渡
の
あ
と
に
、
士
大
夫
は
こ
こ

へ
徒
居
し
て

き
て
か
ら
、

園
林
、
宅
第
を
建
築
し
、
「
聚
族
而
居
」
の
状
況
で
あ

っ
て
、
名
門
望
族
を
形
成
し
た
。
『烏
青
文
献
』
は
、

宋
南
遷

、
管
履
盛
、
冠
裳
之
会
如
朝
聰
、
鳳
仙
陳
跡
已
浬
没
、
龍
種
淵
源
乃
著
姓
。

り

へ

と
述
べ
る
。
乾
隆

『烏
青
鎮
志
』
も
、

青
鎮
与
湖
郡
所
轄
之
烏
鎮
爽
渓
相
対
、
民
物
蕃
阜
、
第
宅
園
池
盛
于
他
鎮
。
宋
南
渡
後
士
大
夫
多
卜
居
其
地
…
…
幅
員
四
達
、
文
人
日
起
、

甲
子

一
邑
。

　
ゆ

　

と
述

べ
る
。

烏
青
鎮
及
び
そ
の
四
郷
の
名
門
望
族
は
、
次
に
列
挙
す
る
よ
う
に
多
く
居
住
し
て
い
た
。

(
1
)晒
巷
村
に
顔
氏
が
お
り
、
建
炎
初
に
雇
駕
を
以
て
南
渡
し
、
は
じ
め
に
石
門
鎮
に
居

っ
た
。
明
末
に
こ
こ

へ
徒
居
し
た
。
康
煕
年
間
、
晒

巷
村

の
顔
氏

は
非
常
に
有
名
で
あ

っ
た
た
め
に
、
村
の
名
を
顔
家
村
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

(
2
)華
林

村
の
茅
氏
は
、
山
陰
よ
り
こ
こ
へ
徒
居
し
た
。
明
代
に
益

々
顕
赫
と
な
り
、
湖
州

の
大
姓
と
な
っ
た
。
嘉
靖
年
間
、
茅
坤
は
進
士
に

な

っ
た
。
茅

坤
は
字
順
甫
、
号
鹿
門
。
論
著
に

『白
華
楼
蔵
稿
』

や

『玉
芝
山
房
稿
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
子
茅
維
は
字
孝
茗

で
あ
り
、
戚
愚

循

・
呉
稼
靖

・
呉
夢
陽
と
と
も
に
四
子
と
呼
ば
れ
た
。

(3
)楊
園
村
張
氏
。
張
履
祥
が
お
る
。
楊
園
先
生
と
呼
ば
れ
、
論
著

に
は

『楊
園
先
生
文
集
』
が
あ
る
。

(
4
)外
河
村
沈
氏
。
沈
振
龍
が
お
る
。
万
暦
進
士
で
あ
り
、
そ
の
曽
孫
適
文
は
康
煕
間
に
状
元
と
な
っ
た
。

へ
れ

り

(
5
)鎮
中

に
夏
氏
。
夏
燃
、
夏
緯
が
お
り
、
み
な
万
歴
の
進
士
で
あ
る
。

三

菱

湖

鎮

菱
湖
鎮
と

は
帰
安
県
治
の
南
四
十
里
に
あ
り
、
唐
宝
暦
年
間
、
刺
史
崔
元
亮
は
波
塘
を
凌
い
、
こ
こ
で
菱
を
産
出
し
た

の
で
、
菱
湖
と
呼
ば
れ

る
。
住
民
は

は
じ
め
に
塘
東
に
住
宅
を
建
て
て
い
た
。
明
寵
太
元

『菱
湖
志
』
は
、



菱
湖
非
舟
車
孔
道
、
圧
洋
浩
紗
、
古
未
成
聚
。
自
築
湊
波
塘
以
後
、
民
始
聚
盧
干
塘
之
東
、
興
菱
桑
業
、
塘
以
西
皆
桑
嘘

と
述
べ
る
。

南
宋
に
、
菱
湖
付
近
に
市
康
が
興
り
、
橋
梁
が
造
ら
れ
て
、
人
煙
は
漸
次
多
く
集
ま

っ
て
き
た
。
元
の
末
に
、
兵
火
に
遭

っ
て
、
市

塵
は
段
た
れ
た
。
明
代
の
洪
武
初
年
に
初
め
て
務
司
が
設
け
ら
れ
社
壇
が
建

て
ら
れ
た
。
商
業
は
東
湖
に
お
い
て
盛
ん
で
あ

っ
た
。
そ
の
と
き
に
、

菱
湖
は
市
か
ら
鎮
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
孫
宗
承

「菱
湖
紀
事
詩
」
に
、

東
漢
成

聚
倍
其
余

北
与
西
南
遂
徒
居

撲
地
人
煙
舟
絡
繹

的
応
改
鎮
在
明
初

ヨ
わ

　

と
詠
わ
れ
て

い
る
。
菱
湖
鎮

の
成
立
は
明
初
で
あ
る
。
成
化
、
弘
治
年
間
、
居
民
は
始
め
て
西
湖
に
徒
り
、
『帰
安
県
志
』

に
、

第
宅
連
雲
、
湖
東
西
無
隙
地
。

　
お

　

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
正
徳

・
隆
慶

・
万
暦
年
間
、
菱
湖
鎮
は
迅
捷
に
繁
栄
し
て
き
た
。
『菱
湖
鎮
志
』

に
は
、

第
宅
連
雲
、
閲
闇
列
螺
、
舟
航
集
鱗
、
桑
麻
環
野
、
西
湖
之
上
無
隙
地
、
無
剰
水
　
、
遂
為
帰
安
雄
鎮
。

へ
む

　

と
記
さ
れ
て

い
る
。
菱
湖
鎮
は
東

・
西

・
南

・
北
に
四
柵
が
あ
る
。
長
さ
は
二
里
あ
り
、
広
さ
は
四
里
あ
る
。
鎮

の
中
で
は
商
業
が
繁
栄
す
る
。

嘉
靖
年
間
に
孫
鐙
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

　
　

　

沿
湖
岸
鋪
及
湖
内
舟
船
、
商
賞
湊
集
、
総
之
各
行
不
下
百
余
戸
。

鎮

の
中
で
は
衣
裳
巷
や
棉
綱
巷
は
賑
や
か
な
商
業
区
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
車
潭
街
や
染
店
浜
街

・
凌
木
行
口
に
は
商
店

・
作
坊
が
多
か

っ
た
。

万
暦
四
十

一
年
、
王
継
祀

「
重
修
永
寧
禅
院
碑
記
」
は
菱
湖
鎮
の
盛
況
を
次

の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

菱
湖
為
東
南
巨
都
、
数
百
年
来
文
章
冠
冤
鼎
隆
踵
起
、
其
騒
人
墨
士
握
管
生
花
、
染
翰
成
霧
、
即

一
切
游
間
豪
侠
、
繋
築
弾
糸
、
闘
鶏
走
狗

　
ゆ

　

.…
:
靡
不
各
極
其
工
。
而
又
四
方
舟
航
所
湊
、
水
陸
奇
深
、
異
費
百
物
所
環
、
塵
市
之
徒
摩
肩
軽
輻
…
…
蓋
他
境
繁
華
所
牢
与
催
。

こ
の
よ
う

に
万
暦
時
代
の
盛
況
が
菱
湖
鎮
と
詠
わ
れ
る
詩
の
中
に
反
映
し
て
お
り
、
万
暦

『帰
安
県
志
』

に
は
、

魚
康
糸
市
閾
通
衡

僻
壌
今
成
貢
賦
区



南
院
鐘
声
伝
北
院

西
湖
水
勢
入
東
湖

　

　

と
詠
わ
れ
、
ま
た

「夜
市
燈
光
匹
練
施
」
と
述

べ
て
い
る
。

清
初
以
降
、
菱
湖
鎮
は
ま
す
ま
す
繁
栄
し
、
科
第
が
前
明
と
比
べ
て
、

一
層
甚
し
く
な
り
、
商
人
が
集
聚
し
、
糸
業
が
帰
安
県
の
第

一
位
に
な

へ
れ

へ

り
、
帰
安
県
が
こ
こ
に
主
簿
を
設
け
、
鎮
の
住
民
は
五
千
余
戸
に
の
ぼ
っ
た
。

菱
湖
鎮

は
沢
国
水
郷
と
呼
ば
れ
、
鎮
の
周
辺
を
め
ぐ
る
河
川
が
多
く
あ

っ
て
、
鎮
中
に
市
河
が
あ
る
か
ら
、
船
舶
の
往

来
に
は
非
常
に
便
利
な

の
で
、
河
川
中
に
取
引
す
る
水
市
は
盛
ん
に
な
る
。
『菖
紀
』
は
、

菱
湖

人
居
舟
中
、
列
諸
貨
市
之
、
謂
之
水
市
。

と
述
べ
、
康
煕

『帰
安
県
志
』
も
、

菱
湖
為
百
貨
所
集
、
作
水
市
。

と
述
べ
る
。
水
市
は
菱
湖
鎮
の
特
色
で
あ
る
。
明
趙
金

「
過
菱
湖
詩
」
に
は
、

去
去

余
不
路

遜
遊

一
問
津

村
櫨

船
作
市

地
絶
水
為
鄭

菱
繭
官
租
足

魚
蝦
野
饒
新

衆
山
遙
映
帯

相
対
碧
燐
絢

へ
　

り

と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
船
舶
と
商
業
と
の
関
係
は
深
く
、
市
戸
が
租
を
収
め
る
船
は
賑
船
と
呼
ば
れ
、
貨
物
を
は
こ
ぶ
船
は
装
船
と
呼
ば
れ
、
蚕

　
　

　

糸
を
は
こ
ぶ
船
は
糸
船
と
呼
ば
れ
、
旅
客
を
は
こ
ぶ
船
は
航
船
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

菱
湖
鎮

の
四
郷
の
蚕
桑
経
営
の
活
性
化
が
菱
湖
鎮

の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ

っ
た
。
農
家
は
蚕
桑
を
生
業
と

し
て
、
「
公
家
賦
税
、

吉
凶
禮
節
、
親
党
酬
酢
、
老
幼
衣
著
、
唯
蚕
是
頼
」
、
「豊
収
三
五
載
詑
可
小
康
」

で
あ

っ
た
。
帰
安
県
は

「
諸
郷
統
力
農
修
蚕
績
」
「菱
湖
業
蚕

　
　

　

撚
綿
為
綱
尤
工
」
で
あ

っ
た
。

湖
州
の
糸

・
綱
は
全
国
に
よ
く
知
れ
わ
た
り
、
そ
し
て
菱
湖
で
生
産
さ
れ
る
糸

・
綱
は
湖
州
各
地
の
首
位
を
占
め
た
。
万
暦

『湖
州
府
志
』
は
、

糸
有
合
羅
糸

・
串
伍
糸

・
経
緯
糸
、
属
県
倶
有
、
惟
出
于
菱
湖
洛
舎
者
第

一
。



綱
有
水
綱
、
有
紡
糸
綱
、
出
菱
湖
者
最
佳
。

へ
り

ね

と
述

べ
て
い
る
。

小
満

の
あ
と
に
、
新
糸
市
が
あ
る
。
こ
の
新
糸
市
は
盛
ん
で
あ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る

「列
騨
喧
關
、
衡
路
擁
塞
」
で
あ

っ
た
。
『菖
記
』
に
は
、

菱
湖
多
出
蚕
糸
、
貿
易
者
倍
他
庭
、
蓋
由
来
久
　
。

と
記
さ
れ
る
。
菱
湖
の
周
辺
三
十
里
の
農
村
で
生
産
さ
れ
る
蚕
糸
は
全
部
が
菱
湖
鎮
に
集
荷
さ
れ
、
農
家
は
糸
船
で
鎮
中
に
糸
を
運
び
、
牙
行
に

　
　

　

売
る
。
牙
行
は
河
川
の
岸
に
臨
み
、
糸
を
受
取
る
。
四
、
五
月
の
間
に
、
「
郷
人
貨
糸
船
排
比
而
泊
」
と
な
り
、
取
引
き
は
非
常
に
繁
忙
で
あ
る
。

蚕
糸
牙
行
は
大
行
、
小
行
が
あ
り
、
小
行
は
ま
た
紗
荘

・
小
領
頭
が
あ

っ
た
。
『菖
記
』
は
、

其
小
行

買
之
以
餉
大
行
及
買
糸
客
人
者
、
日
鋤
荘
。
更
有
招
郷
糸
代
為
之
笛
、
梢
抽
微
利
、
日
小
鎮
頭
、
俗
呼
白
拉
主
人
。
鎮
人
大
半
衣
食

干
此
。

　
が

レ

と
述
べ
る
。
菱
湖
鎮
の
糸
は
全
国
市
場
に
向
け
て
、
出
荷
さ
れ
る
数
量
が
多
く
、
毎
年

一
万
包

(毎
包
が
六
十
斤
あ
る
)
ぐ
ら

い
で
あ
り
、
湖
州

　
ね

ぬ

府
の
第

一
位

で
あ

っ
た
。

市
鎮
経
済

の
繁
栄
に
伴

っ
て
、
市
鎮
文
化
も
繁
栄
し
て
い
た
。
当
地
の
人
氏
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

国
朝
科
第
更
盛
干
前
明
。

　
あ

へ

宋
代
に
進
士

一
人
が
出
た
。
明
代
に
は
進
士
八
人
が
い
た
。
清
代
に
は
進
士
が
三
十
四
人
い
た
。
と
り
わ
け
乾
隆
時
代
に
は
、
菱
湖
鎮
は
十
七
人

の
進
士
が
あ

り
、
そ
の
極
盛
時
代
で
あ

っ
た
。
t

斌

「募
建
龍
湖
書
院
啓
」
に
は

一
門
二
及
第
と

一
門
三
同
科

の
盛
況
に
つ
い
て
、

一
門
上
第
榜
花
有
大
小
之
構
、
康
煕
時
孫
在
曲豆
殿
試

一
甲
第
二
、
従
子
孫
見
龍
会
試
第

一
、
乾
隆
時
編
修
孫
辰
東
起
而
兼
之
、
人
日
侍
郎
為

老
榜
眼

、
編
修
為
小
榜
眼
。

其
郷
試

同
科
者
、
康
煕
五
十
三
年
呉
氏
延
胸
…、
兆
麟

・
応
藁
三
人
、
雍
正
十
年
呉
氏
辣

・
訥

・
錦
三
人
、
十
三
年
呉
氏
龍
光

・
熊
光
二
人
、

朱
氏
棟

・
更
二
人
、
乾
隆
元
年
孫
氏
汝
馨

・
郡

・
淳
岐
三
人
、
二
十
五
年
孫
氏
凌
雲

・
辰
東

・
級
三
人
、
五
十
七
年
孫
氏
悼

・
憲
緒
二
人
、

六
十
年
孫
氏
樹
楷

・
征
椀
二
人

と
述
べ
る
よ
う
に
、
菱
湖
鎮
は
ま
さ
に

「
人
文
仲会
葦

の
地
」
で
あ

っ
た
。



四

双
林
鎮

帰
安
県
治

の
東
南
六
十
里
に
あ
る
双
林
鎮
は
、
北
宋
に
東
林
鎮
と
呼
ば
れ
た
。
南
宋
時
代
に
商
質
の
集
聚
地
に
な
り
、
商
林
と
呼
ば
れ
た
。
元

代
に
商
林
鎮
中
に
絹
荘
が
十
ケ
所
あ
り
、
普
光
橋
の
東
辺
に
糸

・
絹
を
取
引
し
た
。
明
代
の
は
じ
め
に
、
商
林
の
東
部
す
な
わ
ち
東
林
は
、
し
だ

い
に
衰
微
し
、
商
林

の
西
部
す
な
わ
ち
西
林
は
漸
次
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
。
永
楽
三
年
、
西
林
村
は
双
林
鎮
と
呼
ば
れ
、
東
林
鎮
は
東
林
市
と
呼

ヨ
め

　

ば
れ
た
。
な
お
東
林
市
は

「街
途
寛
街
、
不
異
城
郊
」
で
あ

っ
た
。

明
初
、
双
林
鎮

の
戸
口
は
少
な
く
、
数
百
家
、
千
余
人
ぐ
ら

い
で
あ

っ
た
。
成
化
年
間
に
か
け
て
、
戸
口
は
急
速
に
増
加
し
、
明
初
の
二
倍
ぐ

ら
い
に
な

っ
た
。
崇
禎
年
間
に
、
三
千
戸
、

一
万
六
千
口
ぐ
ら

い
あ

っ
た
。
清
初
に
は

「
里
民
日
集
、
僑
民
日
増
」
で
あ
り
、
三
千
四
百
戸
、
ニ

ヨ
め

　

万

一
千
口
ぐ

ら
い
に
な

っ
た
。
嘉
慶
か
ら
成
豊
ま
で
は
双
林
鎮

の
鼎
盛
の
時
代
で
あ

っ
た
。
『双
林
鎮
志
』
に
は
、

尤
稻
富
庶
、
科
甲
振
興
、
名
宙
名
儒
輩
出
。

　
が

　

と
述

べ
ら
れ
て

い
る
よ
う

に
、
全
鎮

の
住
民
は
万
戸
ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
成
豊
十
年
、
十

一
年
、
兵
火
に
遭

っ
て
、
鎮
中

の
建
物
は

「遭
殿
過

　
の

　

へ

半
」
で
あ
り
、
「集
存
戸
不
及
四
千
」
と
な

っ
た
。
し
か
し
同
治

・
光
緒
年
間
に
は
し
だ

い
に
恢
復
し
、
双
林
鎮
は
再
び
繁
栄
を
し
は
じ
め
た
。

『双
林
鎮
志
』
は
、

亭
台
相

望
、
殿
宇
嵯
峨
、
津
梁
幾
百
十
帯
、
居
人
三
四
千
戸
、
高
門
鱗
次
、
甲
第
雲
連
。

　

　

と
述
べ
て
い
る
。

双
林
鎮
中

に
は
二
つ
の
川
が
流
れ
て
い
る
。

一
つ
は
北
か
ら
西
南

へ
、

一
つ
は
東
か
ら
西
南

へ
、
丁
字
形
に
交
叉
し
、
嘉
興
よ
り
湖
州
に
至
る

捷
径
に
な
る
。
全
鎮
は
東
か
ら
西
ま
で
長
さ
が
四
里
あ
り
、
南
か
ら
北
ま
で
広
さ
が
三
里
あ
る
。
ま
た
七
街
が
あ

っ
て
、
十
五
巷
が
あ
り
、
四
十

三
弄

(す
な
わ
ち
衡
)
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
お
も
な
も

の
は
、
次
に
列
挙
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

上
横
街

鎮

の
中
心
部
に
あ
り
、
東
か
ら
西
ま
で
鎮
中
を
横
た
わ

っ
て
、
東
は
便
民
橋
を
通
じ
て
、
西
は
薛
家
匯

に
通
じ
る
。
こ
の
街
は
商

人
が
集
聚
す

る
所
で
、
街
中
に
商
店
が
多
く
並
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
衣
荘
は
清
初
に
七
十
余
家
あ
り
、
乾
隆
の
と
き
に

は
四
十
余
家
あ

っ
た
。

下
横
街

上
横
街
の
向

こ
う
側
に
あ
る
。
街
中
に
酒
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
遊
人
が
集
衆
す
る
所
で
、
「
日
夕

喧
關
」
で
あ

っ
て
、
俗

に
小
蘇
州
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
新
公
館
前
で
、
毎
日
午
前
中
に
、
各
絹
荘
は
こ
こ
で
郷
民
の
絹
匹
を
取
引
し
て
い
た
。



新
開
巷

新
絹
巷
と
も
呼
ば
れ
た
。
崇
禎
年
間
、
沈
孝
廉
は
こ
こ
に
市
塵
を
き
ず
い
た
あ
と
、
絹
の
取
引
所
と
な

っ
た
。

旧
絹
巷
ー

明
代
の
絹
取
引
所
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
絹
市
で
あ

っ
て
、
枯
客
は
こ
こ
で
絹
を
買

っ
た
。
明
末
清
初
、
絹
市

は
鎮
の
東
部

(す
な

わ
ち
新
絹
巷

)
へ
移

っ
て
か
ら
、
旧
絹
巷
と
呼
ば
れ
た
。

ド
　

　

老
絹
巷

郷
民
が
絹
を
売
る
所
で
あ

っ
た
。

双
林
鎮
は
著
名
な
包
頭
絹

(あ
る
い
は
包
頭
紗
と
呼
ば
れ
る
)
の
産
地
で
あ
る
。
包
頭
絹
は
婦
女

の
頭
巾
の
原
料
に
な

っ
て
か
ら
、
広
く
各
地

に
流
通
し
、
当
時

「通
行
天
下
」
で
あ

っ
た
。
『双
林
鎮
志
』
は
、

閏
俗
有
男
亦
用
裏
首
。
惟
北
地
秋
冬
風
高
沙
起
、
行
者
紗
軍
面
護
目
。

へ
　

せ

と
述
べ
る
。
明
代
成
化
年
間
以
降
、
双
林
鎮
辺
の
農
家
は
す
べ
て
絹
を
織
る
こ
と
に
熟
練
し
、
農
家
で
生
産
さ
れ
る
絹
は
素
晴
し
か

っ
た
。
こ
こ

で
絹
を
買
う
商
人
は
絶
え
な
か
っ
た
。
鎮
の
中
心
部
の
市
河
を
ま
た
ぎ
越
え
る
化
成
橋
の
辺
り
は
包
頭
絹

の
集
散
地
で
あ
り
、
船
舶
が
昼
夜
な
く

往
来
し
た
。
成
化
十

一
年
、
張
廉
の

『重
建
化
成
橋
碑
銘
』
に
は
、

漢
左
右
延
表
数
十
里
、
俗
皆
織
絹
、
子
是
四
方
之
商
賈

威
集
以
貿
易
焉
。
漢
実
為
嘉
湖
往
来
捷
径
。

ロ
　

ら

と
記
さ
れ
る
。

隆
慶
、
万
暦
以
降
、
双
林
鎮
の
絹
織
物
業
は

一
層
盛
ん
に
な

っ
た
。
『双
林
志
』
が
、

隆

.
万
以
来
、
機
仔
之
家
相
沿
此
業
、
巧
変
百
出

・
有
綾
有
羅

・
有
花
紗

・
縞
紗

・
斗
綱
之
椴
、
有
花
有
素
、
有
重
至
十
五
⊥ハ
両
、
有
軽
至

二
三
両
、
有
連
為
数
丈
、
有
開
為
十
方
、
毎
方
有
三
尺

・
四
尺

・
五
尺
、
長
至
七
八
尺
、
其
花
様
有
四
季
花

・
西
湖
景
緻

・
百
子
図

・
八
宝

龍
鳳
、
大
小
疎
密
不
等
。

　
　

ね

と
述
べ
る
よ
う
に
、
双
林

の
絹
織
物
は
湖
州
糸
綱

の
高
級
品
と
な
り
、
各
地
の
客
商
は
争

っ
て
販
売
し
た
の
で
あ
る
。
『双
林
志

』
は
、

各
直
省

客
商
雲
集
貿
販
、
里
人
買
鷲
他
方
、
四
時
往
来
不
絶
。

　
　

　

と
述
べ
る
。
こ
の
繁
栄
の
状
態
は
清
代
中
葉
に
ま
で
つ
づ
き
、
長
期
間
に
渉

っ
て
繁
栄
し
た
。

双
林
鎮
の
四
郷
は
、
農
家
が
商
品
化
経
営
を
行

い
、
商
業
的
な
農
業
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
農
家
は
す
べ
て
桑
を
栽
培
し
、
蚕
を
養
し
、
当
時
の

人
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

呉
興
蚕
桑
甲
天
下
、
東
林
又
甲
干
呉
興
。



へ
　

　

(農
家

)
好
稼
橋
、
尤
精
治
桑
、
桑
之
利
倍
収
子
田
、
以
故
家
益
饒
。

娼
　
り

　

四
郷
農
家

は
、
ま
た
糸
を
繰
り
、
絹
を
絹
る
。
四
郷
の
水
質
が
清
洌
で
あ

っ
た
か
ら
、
「
郷
人
取
以
繰
糸
、
浩
潤
異
常
」
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故

双
林
鎮
周

辺
の
数
十
里
間
の
農
家
は
す

べ
て
絹
を
織
り
、
そ
の
う
ち
織
旋
漂

・
紗
機
煽
な
ど
の
村
荘
は
機
戸
を
多
く
か
か
え
て
い
た
。
『双
林
鎮

志
』
に
は
、

織
旋
濠
村
-

紡
織
家
環
聚
其
中

紗
機
煽
村
-

明
初
織
紗
機
者
聚
此

と
記
さ
れ
る
よ
う
隠
、
双
林
鎮
近
辺
の
村
荘
は
す
べ
て
絹
織
物
業
を
生
業
と
し
て
、
男
子
は
あ
る
い
は
線
を
絞
り
、
あ
る

い
は
鎮
市
に
至

っ
て
糸

を
買

い
、
絹
を
売

っ
た
。
絹
織
物
業

の
経
済
収
益
は
農
業
の
経
済
収
益
よ
り
大
き

い
た
め
に
、
農
家
は
す
べ
て
農
業
を
軽

視
し
て
い
る
。
『双
林

鎮
志
』
は
、

近
鎮
数
村
以
織
絹
為
業
、
男
子
或
従
事
絞
線
、
必
常
出
市
買
糸
売
絹
、
田
功
半
荒
、
而
衣
吊
食
鮮
酔
飽
市
騨
、
其
逸
楽
遠
勝
常
農
。

と
述

べ
麺
。
農
家
は

「
以
織
絹
為
上
」
で
あ

っ
て
、
す
な
わ
ち
絹
を
織
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
の
で
経
済
収
益
が
多

く
、
そ
の
た
め
、
「機

聲
鴉
軋
暁
夜
不
休
」
で
あ

っ
た
。
農
村
の
経
済
構
造
は
新
し
い
変
化
を
現
出
し
た
。

農
村
の
絹
織
業
は
農
家
の
主
業
に
な
り
、
昔
主
業
で
あ

っ
た
農
業
は
副
業
に
な

っ
た
。
農
家
は
田
地
を
累
贅
と
視
し
た

の
で
あ
る
。
当
地
の
人

は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

-
へ
　

　

近
村
織
絹
、
郷
人
購
銭
甚
易
…
…
此
等
村
落
田
地
不
足
貴
。
若
田
属
鎮
人
、
由
佃
納
租
、
毎
得
不
償
失
…
…
所
謂

「
田
為
累
字
頭
」
也
。

こ
の
よ
う
に
農
村
絹
織
物
業
の
主
業
化
が
双
林
鎮
の
絹
織
物
業
の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ

っ
た
。
農
村
で
生

産
さ
れ
る
絹
織
物
は
双

林
鎮
に
集

荷
さ
れ
、
加
工
さ
れ
た
あ
と
に
、
全
国
市
場
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
た
。
輸
出
す
る
絹
織
物
は
包
頭
絹
と
包
頭
糊

で
あ
る
。
包
頭
絹
の
う

ち
軽

い
も

の
は
海
丈
と
呼
ば
れ
、
重
い
も
の
は
狭
貢
と
呼
ば
れ
る
。
包
頭
縞
は
明
天
啓
時
代
に
興
り
、
清
代
道
光
以
後
に
、
杭
州
の
機
坊
で
も
包

頭
糊
を
織
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
双
林

の
包
頭
縞
は
杭
州
の
包
頭
縞
よ
り
高
度

の
製
品
で
あ

っ
た
。

絹
織
物
業
を
生
業
と
し
た
本
鎮
人
及
び
近
村
郷
人
は
、
あ
る
い
は
自
家
で
蚕
を
養

い
、
自
家
で
絹
を
織
り
、
あ
る
い
は
鎮
市
で
原
料

(す
な
わ

ち
繭
糸
)
を
買

っ
て
か
ら
、
絹
を
織

っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と

に
つ
い
て
地
方
志
は
、



有
往
嘉
興
曹
王
附
近
買
繭
繰
糸
者
。

(有
往
鳥
青
鎮

)
零
買
経
緯
自
織
者
。

と
述
べ
疑
。
本
鎮

の
専
業
機
戸
は
み
な
商
人
に
代
わ

っ
て
絹
を
織

っ
て
、
加
工
賃
を
取

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
商
人
は
荘
家
と
呼
ば
れ
、
彼
ら
は
機

　
い

　

戸
に
糸
を
除

し
、
「即
収
其
絹
、
以
偉
重
利
」
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
荘
家
を
機
戸
と
の
関
係
は
、
雇
傭
関
係
で
あ

っ
た
。

本
鎮
の
人

及
び
近
村
郷
人
に
よ

っ
て
生
産
さ
れ
る
絹
は
、
牙
行
に
売
ら
れ
る
。
眺
典
簿

の

『毅
庵
日
記
』

は
、

凡
収
絹

、
黎
明
入
市
、
日
上
荘
、
辰
刻
散
市
、
日
収
荘
。

主
其
事

者
有
司
歳

・
司
月
、
皆
衣
冠
揖
譲
、
権
軽
重
美
悪
以
定
価
、
無
参
差
、
無
喧
嘩
。
故
取
絹
者
日
絹
主
、
筈
絹
者
日
機
戸
、
小
絹
主
則

准
引
遠
近
各
郷
機
戸
為
牙
耳
。

と
述

べ
疑
。
牙
行
は
絹
を
収
め
て
か
ら
、
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
加
工
は
染
白七
と
呼
ば
れ
る
工
芸
の
順
序
は
、
先
に
煮
て
後
に
漂
白

し
て
か
ら
再
び
蕨
粉
を
塗
り

つ
け
て
、
砧
石
に
掲
き
、
幣
布
に
抹
る
。
鎮
中
に
は
絹
を
加
工
す
る
皇
坊

・
黒
坊

.
膠
坊
な
ど

の
作
坊
が
た
く
さ
ん

あ

っ
た
。

　
い

　

皇
坊
は
、
専
ら
白
七
色
の
絹
を
染
め
、
坊
中
に
は
赴

・
場

・
架
が
あ
り
、
数
百
の
雇
傭
労
働
者
が

い
た
の
で
あ
る
。

黒
坊
は
、
専
ら
綾
褄

・
包
頭
紗
を
染
め
て
い
た
。

ら
い

　

膠
坊
は
、
専
ら
五
色
懐
綾
を
染
め
て
い
た
。

白
七
坊
の
規
模
は
と
て
も
大
き
く
、
雇
傭
工
作
の
人
が
数
百
名
ぐ
ら

い
お
り
、
外
地

の
客
商
も
鎮
に
皇
]坊
を
設
立
し
た
。
絹
綾
を
加
工
し
て
か
ら
、

各
地
の
市
場

に
向
け
て
出
荷
し
た
。
『双
林
鎮
志
』
は
、

嘉

・
道
年
間
、
浬
県
人
在
鎮
開
設
皇
坊
、
専
利
綾
絹
、
運
錆
江
寧

・
徽

・
寧
等
庭
、
人
数
頗
衆
、
営
業
極
盛
。

ド
い

　

と
記
し
て
い
る
。

双
林
鎮
は
全
国
市
場
に
向
け
出
荷
さ
れ
る
絹
織
物

の
取
引
の
中
心
地
で
あ

っ
て
、
出
荷
さ
れ
る
絹
織
物
は
綿
綱

.
綾
編
包

頭
紗

.
被
綾
俵
絹
な

ど
が
あ

っ
た

。
『双
林
鎮
志
』
は
、

綿
綱

清
同
光
問
歳
可
錆
三
万
匹
。

綾
綱
包

頭
紗

量
軽
者
日
海
丈
、
錆
福
建
及
温
台
等
庭
。
沿
海
舟
人
用
以
裏
頭
、
盛
時
錆
量
十
余
万
匹
。
量
重
者

日
狭
貢

.
頂
貢
、
婦
女



以
之
包
頭
、
江
断
等
庭
習
用
之
、
盛
時
所
錆
歳
値
十
万
元
。

褄
綾
俵
絹

僅
本
鎮

一
庭
出
之
、
行
錆
各
省
、
且
達
日
本
…
…
業
此
者
設
分
荘
干
上
海

・
蘇
州
、
錆
路
乃
更
発
達
、
歳
値
約
十
余
万
元

と
記
し
て

い
る
。

蚕
糸

の
貿
易
は
双
林
鎮
の
綾
絹
の
貿
易
に
次
ぐ
産
業
で
あ
る
。
康
煕
時
代
の
唐
甑
氏
は
こ
う
語
る
。

呉
糸
衣
天
下
、
聚
干
双
林
…
…
呉
越
閾
番
至
子
海
島
、
皆
来
市
焉
、
五
月
装
銀
而
至
、
委
積
如
瓦
礫
。
呉
南
諸
郷
歳
有
百
十
万
之
益
、
是
以

い

　

難
賦
重
困
窮
、
民
未
至
干
空
虚
、
室
盧
舟
揖
之
繁
庶
勝
干
他
所
、
此
蚕
之
厚
利
也
。

こ
の
た
め
双
林
鎮
と
南
瀞
鎮
と
が
相

い
並
ぶ
湖
糸

(
す
な
わ
ち
呉
糸
)
の
集
散
地
と
な

っ
て
、
交
易
は
盛
ん
で
あ
り
、
利
益
が
非
常
に
大
き
か

　
ぬ

　

っ
た
。
そ
れ
故
、
「精
其
業
者
、
即
空
手
入
市
、
亦
日
有
所
獲
」
、
「俗
所
謂
早
農
没
飯
吃
、
晩
上
有
馬
騎

」
と
さ
れ
て
い
る
。

各
地
の
糸
商
を
招
き
も
て
な
す
双
林
鎮
の
牙
行
は
広
行

・
客
行
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
鎮

の
四
柵
に
分
か
れ
て
居
住
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

小
満
の
あ
と
に
、
閾
広
商
人
は
行
に
投
宿
し
て
糸
を
買
う
。
頭
蚕
糸
市
と
二
蚕
糸
市
が
大
市
で
あ

っ
て
、
毎
日
の
交
易
額
は
銀
万
両
程
あ
り
、
俗

に

「
日
出

万
金
」
と

い
わ
れ
た
。
中
秋
の
あ
と
、
客
商
は
少
な
く
、
影
友
は
散
ら
ば

っ
た
。
俗
に
冷
糸
市
と

い
わ
れ
る
。
零
細
な
交
易
で
あ

っ
た

　
の

　

が
、
来
年

の
新
糸
市
に
つ
ら
な

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
諺
語
は

「買
不
尽
湖
糸
」
と

い
う
。

大
市
に
逢
う
た
び
に
、
行
家

(す
な
わ
ち
行
)
は
郷
村
に
き

て
糸
を
買
う
。
こ
れ
を
出
郷
と
呼
ば
れ
た
。
鎮
中
で
は
、
ま
た
行
家
に
代
わ

っ
て

糸
を
買
う

も
の
が
あ
り
、
抄
荘
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
糸
を
買

っ
て
か
ら
牙
行
に
売
る
も
の
が
あ
り
、
綴
荘
あ
る
い
は
販
子
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
綴

荘
に
代
わ

っ
て
郷
貨
を
買

っ
て
か
ら
行
家
に
売
る
も
の
が
あ
り
、
襟
旱
船
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
平
日
に
零
細
な
機
戸
に
売

る
も
の
が
あ
り
、
折
糸

荘
と
呼
ば

れ
た
。
ま
た
新
糸
上
市
の
と
き
に
糸
を
買

っ
て
か
ら
積
み
集
め
て
、
待
機
に
売
却
し
た
も
の
が
あ
り
、
棟
先
土
客
と
呼
ば
れ
た
。
蚕
糸

の
交
易
は
双
林
鎮
の
重
要
な
産
業
に
な

っ
た
た
め
、
『双
林
鎮
志
』
に
、

貿
易
之
人

衣
食
干
此
者
十
居
其
五
。

ド
　

　

と
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
蚕
糸
の
交
易
が
盛
ん
に
な

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
九
世
紀

中
葉
以
降
、
双
林
鎮
の
蚕
糸
交
易
は
な
お
盛
ん
で
あ

っ
た
。
ま
ず
肥
糸
の
交
易
に

つ
い
て
述
べ
た

い
。
肥
糸

は
ま
た
粗
糸
と
呼
ば
れ
、

縞
を
織
る
糸

で
、
そ
の
う
ち
細
い
も
の
は
盛
沢
鎮
辺
り
に
売

っ
て
、
粗

い
も
の
は
撲
院
鎮
辺
り
に
売
る
。
成
豊

・
同
治
年
間
、
客
商
は
鎮
に
来
て
、

「
坐
荘
抄
糸
」

の
方
式
で
糸
を
買

っ
た
。
し
か
し
そ
の
時
の
交
易
額
は
多
く
な
か

っ
た
。
光
緒
年
間
、
協
源
肥
糸
行
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
、
肥
糸



の
交
易
額
は
急
速
に
増
加
し
、
『双
林
鎮
志
』
は
、

四
出
兜

錆
、
糸
業
逐
年
而
盛
、
乃
兼
井
鄭
近
市
鎮
所
出
合
双
林
、
其
総
数
可
達
千
担
。

　
　

　

と
述
べ
る
。
次
に
、
白
糸

の
交
易
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
白
糸
は
出
口
糸
で
、
双
林
鎮

の
東
北
郷
の
丁
浬

・
西
陽

・
邪
村

・
邪
客
な
ど

の
村
落
に

産
出
す
る
。
農
家
の
繰
糸
技
術
が
高
度
な
た
め
、
洋
荘
白
糸
は
す

べ
て
輯
里
糸
と
呼
ば
れ
る
。
道
光

・
成
豊
の
間
に
商
人
は
香
港
に
も
売
り
出
し

た
。
察
興
源

糸
行

.
陳
義
昌
糸
行
は
そ
の
た
め
興
り
、
「積
資
巨
万
」
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
白
糸
交
易
を
経
営
す
る
糸
行
は
し
だ
い
に
増
加
し
、

頭
号
白
糸
を

選
ん
で
、
上
海
に
運
搬
し
、
洋
行
に
売
り
、
毎
年
三
千
余
担
を
輸
出
し
た
。

双
林
鎮
は
絹
織
物
と
蚕
糸

の
取
引
市
場
と
し
て
、
各
地
の
客
商
を
集
聚
し
た
。
商
人
の
団
体
と
し
て
公
館

・
会
館

・
公
所

が
設
け
ら
れ
た
。
た

と
え
ば
、
次

の
例
が
あ
る
。

新
公
館

雍
正
四
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絹
行
が
連
合
し
て
、
新
絹
巷
に
建
て
た
。
こ
こ
は
絹
の
取
引
市
場
で
、
絹
行

(荘

)
は
毎
日
午
前
中
に

郷
人
の
絹
を
買

っ
た
。
毎
年
九
月
十
二

・
十
三
日
、
絹
行
商
人
は
こ
こ
に
集
聚
し
、
演
劇
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
た
。

旧
公
館

康
煕
年
間
に
、
寧
国
府
浬
県
の
商
人
が
建
て
た
の
で
あ
る
。
浬
県
会
館
と
も
呼
ば
れ
た
。

浬
県
会
館

嘉
慶

・
道
光
年
間
、
浬
県
商
人
が
双
林
鎮
に
綾
絹
を
加
工
す
る
皇
]坊
を
設
け
た
。
江
寧

・
徽
州

・
寧
国
な
ど
の
地
方
に
向
け
て

出
荷
さ
れ
、
交
易
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
、
連
合
で
会
館
を
建
て
た
。

崇
義
堂
糸
絹
公
所
咸
豊

年
間
、
新
公
館
の
絹
業
公
所
が
兵
火
に
遭

っ
た
た
め
、
光
緒
二
十
八
年
絹
業
董
事
沈
氏
な
ど

の
商
人
が
粗
糸

・
折

糸
両
業
商
人
と
連
合
し
て
建
て
た
。

ぬ

　

新
安
義
園

乾
隆
年
間
、
徽
商
十
六
人
は
土
地
を
買

っ
て
、
楼
を
造
り
、
「凡
徽
州
六
県
之
商
人
客
死
者
、
皆
得
入
殖
」
で
あ

っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
ま
た
金
陵
会
館
や
寧
紹
会
館

・
米
業
公
所

・
薬
業
公
所
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
所

・
会
館
は
双
林
鎮
が
各
地
か
ら
の
客

商
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
双
林
鎮
絹

・
糸

の
交
易
の
盛
ん
な
姿
を
も
反
映
し
て
い
る
。
双
林
鎮

に
は
、
絹
を
織
る
も

の
、
糸
を
操
る
も
の
が
数
千
人
お
り
、
絹
糸
の
交
易
を
生
業
と
し
た
客
行

・
絹
荘

・
綴
荘

・
折
糸
荘

・
棟
首
な
ど
の
商
人
は
、
全
鎮

の
人
口
の
二

分
の

一
を
占

め
て
い
た
。
即
ち

『双
林
鎮
志
』
は
、

土
客
総
計
之
、
吾
鎮
貿
易
之
人
衣
食
干
此
者
、
十
居
五
焉
。

と
述
べ
て
い
る
。



双
林
鎮
は
商
人
の
集
聚
の
地
だ
け
で
な
く
、
士
子
文
人
の
集
聚
の
地
で
も
あ

っ
た
。
鎮
中
の
教
育

.
文
化
事
業
は
発
達

し
、
住
民
は

「亦
農
亦

儒
」
・
「亦
商

亦
儒
」
を
家
訓
と
し
て
、
明
清
両
代
に
科
第
事
業
は
盛
ん
に
な

っ
て
、
進
士
二
十
二
人
、
挙
人
九
十
三
人
を
輩
出
し
た
。
当
地
の
人

は
次
の
よ
う

に
語

っ
て
い
る
。

四
方
賢
大
夫
、
選
勝
路
奇
者
、
成
聖
子
此
。

ぬ

　

(双
林
鎮
)
愈
極
繁
華
、
甲
第
連
雲
。

即
ち
双
林
鎮
は
文
化
の
中
心
地
で
も
あ

っ
た
。

お

わ

り

に

湖
州
府

の
四
大
市
鎮

の
実
態
分
析
に
よ

っ
て
、
江
南
市
鎮
は
明
清
時
代
に
重
要
な
地
位
を
持

り
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
規
模
や
繁
栄
、

或
は
経
済
、

文
化
は
す
べ
て
県
城
あ
る

い
は
府
城
を
超
越
し
て
い
た
。
「湖
州
整
個
城
、
不
及
南
潯

半
個
鎮
」
の
諺
語
は

こ
の
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
。

江
南
市
鎮

の
取
引
市
場
と
し
て
の
地
位
は
地
区
市
場
で
は
な
く
、
全
国
市
場

の

一
部
で
あ
り
、
そ
の
商
品
は
全
国
各
地

の
市
場
に
向
け
て
出
荷

さ
れ
て
い
た
た
め
、
全
国
に
対
す
る
糸

・
絹
の
生
産
と
交
易
の
中
心
地
で
あ

っ
た
。

江
南
市
鎮

の
鼎
盛
時
代
は
、
明
中
葉
か
ら
清
中
葉
ま
で
で
あ
り
、
市
鎮
の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
は
、
農
村
経
済

の
商
品
化
生
産
に
あ

っ

た
。
近
代

以
降
、
農
村
経
済
の
商
品
化
は
、
阻
磯
に
遭

っ
た
た
め
、
市
鎮

の
繁
栄
を
支
え
る
重
要
な
経
済
基
盤
が
漸
次
に
消
失
し
た
。
江
南
市
鎮

の
重
要
な

地
位
も
し
だ

い
に
低
下
し
た
と
い
え
る
。

註

(
1

)

高

斯

得

『恥

堂

存

稿
』

巻

五

「
寧

国
府

勧

農

文
」

に
、

「
上

田

一
畝

、

収

五

六
石

。

故
諺

日

「
蘇

湖

熟

、
天

下

足
」

…
:
・。
」

と

あ

る
。

ま

た

、
萢

成

大

『
呉
郡

志

』

巻

五
十

雑

志
。

(
2
)

嘉

泰

「呉

興
志

』

巻

十
管

鎮

。

(
3

)

万
暦

『湖

州
府

志

』

巻

三

郷
鎮

。

嘉

靖

『武

康

県

志
』

巻

三

山

川
志

.
塘

市

。

(
4

)

光
緒

『帰

安

県
志

』

巻

六

輿

地
志

・
区
域

村

鎮

。



(
5

)

道

光

『
南
潯
鎮

志
』

巻
首

凡

例

。

(
6

)

陳

基

『
夷
白

斎

稿
』

巻

四

下
塘

道

中

。

(
7

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

七

碑

刻

三
、

無

名

氏

「
南
潯
重

修
城

記

」
。

(
8

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

四
衛

巷

。

(
9

)

同

上

書

。

(
10

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

五
橋

梁

。

(
11

)
咸
豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

六
古

蹟

、

朱

国
禎

「
修

東
塘

記

」
。

(
12

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

六
古

蹟

。

(
13

)

乾

隆

『
鳥
程

県

志
』

巻

十

一
郷

鎮

。

乾
隆

『湖

州
府

志

』

巻

十

五
村

鎮

。

(
14
)

道

光

『
南
潯
鎮

志
』

巻
首

、
萢

来

庚

叙
。

(
15
)
咸
豊

『
南
潯
鎮

志

』

巻

一
彊

域

、

巻

十

一
農

桑

。

(
6]
)

民

国

『
南
潯
志

』

巻

一
鴉

域
。

(
17
)

『中

国

経

済
志

』

断

江

呉

興
長

興

分

冊
、

杭

州

正

則
印

書

局

、

一
九

三
五

年

、

四

〇

七

八

ペ

ー
ジ

。

(
18
)

乾

隆

『烏

程

県
志

』

巻

十

一
郷
鎮

。

道
光

『
『
南
潯
鎮

志

』

巻

一
鶉

域

。

成

豊

『
『
南
潯
鎮

志
』

巻

一
彊

域

。

(
19
)

『中

国

経

済

志
』
浙
江

呉

興
長

興

分

冊

、

二
〇
i

二
三

ペ
ー

ジ

。

(
20
)

成

豊

『
南
潯
鎮

志

』

巻

二

十

一
農

桑

二
。

(
21
)

民

国

『鳥

青
鎮

志

』

巻

二

十

一
工

商

・
桑

葉

業

。

(
22
)
咸
豊

『
南
潯
鎮

志

』

巻

二

十

一
農

桑

二

。

(
23

)
咸
豊

『
南
潯
鎮

志

』

巻

二

十

四
物

産

。

(
24

)

民

国

『
南
潯
志
』

巻

二

公

署

。

(
25

)

成

豊

『南

樽

鎮
志

』

巻

二

十

四
物

産

。

(
26

)

民

国

『
南
潯
志
』

巻

三

十

一
農
桑

二
、

温
豊

「
『
南
潯
糸

市

行

」
。

(
27

)

成

豊

『
南
潯
鎮
志

』

巻

二

十

四
物

産

。

(
28

)

成

豊

『
南
潯
鎮
志

』

巻

四

衝
巷

。

(
29

)

徐

献

忠

『呉

興
掌

故

集
』

巻

十

三
物

資

、
巻

十

、
一風

土
。



(
30

)

董

斯

張

『呉

興

備

志
』

巻

二
十

六
方

物

征

。

(
31

)

乾

隆

『
湖
州

府

志
』

巻

四
十

一
物
産

。

(
32

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

一
農

桑

・
蚕

事

総
論

。

(
33

)

乾

隆

『
湖
州

府

志
』

巻

三
十

七

蚕

桑
。

同

治

『
湖
州

府

志
』

巻

三
十

蚕

桑

。

(
34

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

一
農
桑

二
。

(
35

)

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

四
物
産

。

(
36

)
咸
豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

一
農

桑

二
。

(
37

)

播

ホ

憂

『博

渓

文

献
』
、
咸
豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

四
物

産

。

(
38

)

民

国

『
南
潯
志

』

巻

三
十

一
農

桑

二
。

(
39

)

劉

大

鉤

『呉

興

農

村

経
済

』
、

上

海
大

瑞

印

書

館

、

一
九

三

八
年

、

一
二
ニ

ペ
ー
ジ

。

(
40

)

温

鼎

『
見
聞

偶

録
』
、

民
国

『
南
潯
志

』

巻

三

十

一
農

桑

二

。

(
41

)

道

光

『
南
潯
鎮

志
』

巻
首

凡

例

。

(
42

)

萢

穎

通

『研

北

居

環

録
』
、

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

六
占

蹟

。

へ
43

)

朱

国

禎

、
萬

暦

十

七

年
進

士

、

天

啓
初

、

拝

禮

部
尚

書

兼

文

淵

閣
大

学

士

。

沈
潅

、

萬

暦

二
十

年

進

士

、
光

宗

立

、

召
為

禮

部

尚
書

兼

東

閣

大

学
上

。

温

体

仁

、
萬

暦

二
十

六

年
進

士

、

崇

禎
初

、

官

至

禮
部

尚

書

兼

東

閣
大

学

士

。

(
44

)

董

傍

、

嘉
靖

二
十

年

進
士

、

官

至
禮

部

尚

書

兼

翰
林

学

士

。

沈
演

、

萬

暦

二

十
年

進

士

、
官

至

南

京

刑

部
尚

書

。

(
45

)

道

光

「
南
潯
鎮

志

』

巻

六
選

挙

志

・
科

第

。

(
46

)

王

道

隆

『菰

城
文

献
』
、
光

緒

『烏

程
県

志

』

巻

二

十

八
風

俗

。

(
47

)

成

豊

『南

樽
鎮

志

』

巻

二
十

三
風

俗

。

(
48

)

同
上

書

。

(
49

)

道

光

『
南
潯
鎮

志

』

巻

一
風

俗

、

成

豊

『
南
潯
鎮

志
』

巻

二
十

三
風

俗

。

(
50

)

乾

隆

『鳥
程

県

志

』

巻

十

一
郷

鎮

。

(
51

)

乾

隆

『烏
程

県

志

』

巻

一
沿

革

。

(
52

)

同
上

書

。

(
53

)

『烏

青

文
献

』

巻

首

・
旧
序

、

陳

観

「校

正

烏

青

志
序

」
。



(
54

)

『烏

青
文

献

』

巻

一
建

置

。

ま
た

巡

撫

謝

鵬
挙

・
巡

按

繭

康

の

「復

添

設

館

府

佐

員

疏
」

に
も

、

「
本

鎮

…

…
居

民

殆

万

家

、

又
為

烏

程

之

巨

鎮

…

…

乃
若

鳥

鎮

一

区

実
為

漸

西

璽

断

之
所

、
商
賈

走
集

四
方

、
市

井

数

盈

チ

万

戸
。
」

と

述

べ

る
。

(
55

)

万
暦

『湖

州

府
志

』

巻

三

郷
鎮

。

(
56

)

『烏

青

文

献
』

巻

二
門

坊

、
巻

一
彊

域

。

(
57

)

乾

隆

『烏

青
鎮

志

』

巻

二

形
勢

。

(
58

)

嘉

靖

『
浙
江
通
志

』

巻

十

四
建

置

志

。

(
59

)

乾

隆

「烏

青
鎮

志

』

巻

二

形
勢

。

(
60

)

民

国

『烏

青
鎮

志

』

巻

十

二
坊

巷

。

(
61

)

同

上

書

。

(
62

)

民

国

「鳥

青

鎮

志
』

巻

四
彊

域

、

巻
十

二
坊

巷

。

(
63

)

『烏

青
文

献

』

巻

一
彊

域

、
乾

隆

『烏

青

鎮

志
』

巻

一
彊

域

。

(
64

)

民

国

『烏

青

鎮

志
』

巻

二
十

二

工
商

。

ま

た

輪
船

が
あ

り

、

例
え

ば

招

商

局

・
通

源

局

・
王
清

記

局

・
公

大

局

・
鴻
大

局

・
翔

安

局

・
寧

新

局

な

ど

の
汽

輪

・
煤

輪

の
航

路

が
あ

っ
た

。

(
65

)

徐

献

忠

『呉

興

掌
故

集

』

巻

十

三
物

産

・
農

桑
。

(
66

)

同

治

『湖

州

府

志
』

巻

三

十

輿

地
略

・
蚕

桑

。

(
67

)

民

国

『烏

青

鎮

志
』

巻

二
十

一
工
商

。

(
68

)

『烏

青

文

献
』

巻

三
土

産

。

(
69

)

崇

禎

『烏

程

県
志

』

巻

二

鎮

、
巻

四
物

産

。

(
70

)

『烏

青

文

献
』

巻

三
土

産

。

(
71

)

民
国

「烏

青
鎮

志

』

巻

二

十

一
工

商

。

(
72

)

『烏

青

文

献
』

巻

三

農

桑

。

(
73
)

同
上

書

。

(
74
)

同

上

書

。

(
75

)

乾

隆

『
鳥
青

鎮

志
』

巻

十

二
旧

聞

。
乾

隆

『鳥

程

県
志

』

巻

十

三
風

俗

。

(
76

)

民

国

『
烏
青

鎮

志
』

巻

二
十

↓
E

商

。



(
77

)

『烏

青
文

献

』

巻

首

、
夏

燈

序

。

(
78

)

乾

隆

『烏

青

鎮

志
』

巻

一
.形

勢

。

(79

)

『鳥

青

文

献
』

巻

二
村
落

、

巻

四
進

士

、
巻

五

文

苑
。

(
80

)

光

緒

『菱

湖
鎮

志

』

巻

一
輿

地

略

、

引

寵
太

元

『
菱

湖
志

』
。

(
81

)

光
緒

『菱

湖

鎮
志

』

巻

一
輿

地
略

.
彊

域

。

(
82

)

光
緒

『帰

安

県

志
』

巻

六

輿

地
略

・
区

域

村
鎮

。

(
83

)

光

緒

『菱

湖

鎮

志
』

巻

一
輿

地

略

.
鴉

域

。

(
84

)

光

緒

『菱

湖

鎮

志
』

巻

四
十

二
前

事

略

・
事

紀
、

引

孫

鐙

『
又
与

任

邑

侯
書

』
。

(
85

)

光

緒

『菱

湖

鎮

志
』

巻

十

輿

地

略

・
風
俗

、

引
王

継

祀

「
重

修
永

寧

禅

院
碑

記
」
。

(
86

)

光

緒

『
菱

湖
鎮

志
』

巻

一
輿

地

略

・
鶉
域

、

引

万

暦

『帰

安

県
志

』
。

(
87
)

同
治

『湖

州
府

志

』

巻

二
十

二
輿

地

略

・
村

鎮

、

光
緒

『帰

安

県
志

』

巻

六

輿
地

略

.
区

荘

村
鎮

。

(
88

)

乾

隆

『湖

州

府
志

』

巻

十

五
村

鎮

。

(
89

)

光
緒

『菱

湖

鎮
志

』

巻

十

一
輿

地

略

.
物
産

。

(
90

)

乾

隆

『湖

州

府

志
』

巻

三

十

九

風
俗

。

(
91

)

万

暦

『湖

州

府

志
』

巻

三

物

産

。

(
92

)

天

啓

『
呉
興

備

志
』

巻

二
十

九

項

征
。

(
93

)

光

緒

『菱
湖

鎮

志

』

巻

十

一
輿

地

略

.
物

産

。

(
94
)

同
上

書

。

(
%
)

光
緒

・菱
湖
鎮
志
』
巻
+
九
選
挙
志

・
進
士
。
康
煕
に
三
人
、
雍
正
に
四
人
、
乾
隆

に
+
七
人
、
嘉
慶
に
五
人
、
道
光
に
二
人
、
同
治
に

天

、
光
緒
に
二
人
が
あ

る

。

(
96

)

同

治

『湖

州

府

志
』

巻

二
十

二
輿

地

略

・
村
鎮

。

光

緒

『
帰
安

県

志
』

巻

六
輿

地

略

.
区

荘

村

鎮

。

民
国

『双

林
鎮

志

』

巻

一
方

域

。

(
97

)

民

国

『双

林

鎮

志
』

巻

十

八

戸

口
。

(
98

)

同

治

『
湖
州

府

志
』

巻

二
十

二

輿

地
略

.
村

鎮

。

(
99

)

同

上

書

。

(
㎜
)

民
国

『双

林
鎮

志

』

巻

首

、
繹

道

元

「
双
林

鎮

輿

地

図
説

」
。



(
101

)

民

国

『双

林
鎮

志

』

巻

四
街

市

。

(
201

)

民

国

『双

林
鎮

志

』

巻

十

六
物

産

。

(
301

)

民

国

『双

林
鎮

志

』

巻

十

二
碑

硯

。

(
401

)

乾

隆

『湖

州
府

志
』

巻

四
十

一
物

産

、
引

『双

林

志
』
。

(
鵬

)

同

上

書

。

(
601

)

嘉

慶

『東

林

山

志
』

巻

十

三
土

風

。

双
林

は

ま

た
東

林

と

も

呼

ば

れ
た

。

(
701

)

光

緒

『帰

安

県

志
』

巻

二
十

芸

文

。

(
801

)

民

国

『
双
林

鎮

志
』

巻

二
水

道

。

(
091

)

同

上

書
。

(
011

)

民

国

『双

林

鎮

志
』

巻

十

五
風

俗

。

(
m

)

同

上

書
。

(
211

)

『鳥

青
文

献

』

巻

三
農

桑

。

民

国

『双

林

鎮

志
』

巻

十

四

蚕
事

。

(
311

)

民

国

『双

林

鎮

志
』

巻

十

六

物
産

。

(
411

)

眺

典
簿

『毅

庵

日

記
』
、

民

国

『
双
林

鎮

志
』

巻

十

六

物

産

。

(
1
1

51

同

上
書

。

(
611

)

民

国

『双

林

鎮
志

』

巻

十

五

風
俗

。

(
711

)

民

国

『双

林

鎮
志

』

巻

八

公

所
。

(
1
1
8
)

民

国

『双

林

鎮
志

』

巻

十

七

商
業

。

(
1
1
9
)

唐
弧

「
教

蚕

」

(
『皇

朝

経

世

文
編

』

巻

三

十

七
所

収

)。

(
121

)

民

国

『双

林

鎮
志

』

巻

十

五

風
俗

。

(
121

)

民

国

『双

林

鎮
志

』

巻

十

六
物

産

。

(
221

)

同

上
書

。

(
必

)

民

国

「双

林

鎮
志

』

巻

十

七
商

業

。

(
捌
)

民

国

『双

林
鎮

志

』

巻

八

公
所

。

(
伽

)

民

国

『双

林

鎮

志
』

巻

十

五
風

俗

。

ま

た

、

「其

石

」

・
木

工

・
染

工

・
薙

工

大

半

来
自

他

郷

、

油

坊

L

匠
多

来

自

長

興

・
江

寧

、
其

余

各

業

則

主

客
参

半

L

と

あ



る
。

(
621
)

嘉
慶

「東
林
山
志
』
巻
二
十
三
芸
文
志
。

(関
西
大
学
交
換
教
授

・
復
旦
大
学
副
教
授

)

(
付

記

)

著
者
樊
樹
志

は
中
国
上
海
市
復
旦
大
学
助
教
授
で
あ
ら
れ
、
我
が
関
西
大
学
の
招
聰
で
来
日
さ
れ
た
機
会
を
利
用
し
て
、
九
州
大
学
で
学
術
講
演
を
行
わ
れ
た

(
一

九

八
六

・
十

一
・
二
〇
)。
本
稿
は
そ
の
原
稿
で
あ
る
。
九
州
大
学

の
学
術
講
演

に
当

っ
て
は
氏

の
み
な
ら
ず
、
関
西
大
学
当
局
、

こ
と
に
同
東

西
文
化
研
究
所
、
大

庭
脩
教
授
、
松
浦
章
教
授
の
御
尽
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多

い
。
記
し
て
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。
な
お
、
簗
樹
志
教
授
は
、
九
州
大
学
で
は
私

(川
勝
)

の
行

っ
て
い
る
通
常

の
大
学
院
演
習

(
「
清
朝
梢
案

の
研
究
」
)
に
丸

一
日
に
近

い
時
間
出
席
さ
れ
、
我

々
を
稗
益

さ
れ
た
こ
と
も
併
せ
て
記
し
て
お
き
た

い
。

樊
樹
志

教
授
が
帰
阪
さ
れ
て
私

へ
の
親
書
に
次

の
文
言
が
あ

る
。

我
的
論
文
能
在
九
州
大
学

"
東
洋
史
論
集
"
発
表
、
対
我
的
学
術
生
涯
有
深
遠
的
意
義

。
因
為
中
国
学
者
在

日
本
用
日
語
発
表
論
文
者
、
尚
属
牢
見
。
我
的
努
力
奮
闘
、

為
両
国
的
学
術
交
流
増
添
r

一
点
新
色
彩
。

海
内
存
知
己
、
天
涯
若

比
鄭
。
願
我
椚
之
間
的
友
誼
与

日
倶
増
。

(
川
勝
守
記
)


